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神殿と神殿事業

副管長

ゴ」 ドン ・B・ ヒンクレー

末
日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の神 殿

は， 人の霊 は 永遠 の存 在 であ る とい

う， 幾百 万 に及 ぶ末 日聖 徒 の信仰 を， 世 の

あ らゆ る人 々 には っき りと示 して い ます 。

この神 聖 な建 物 の 中で行 な われ る事 柄 はす

べ て， 人間 とい う地 上 に生 を受 け た朽 ちゆ

く存 在 が本 当は 永遠 で ある とい う信 仰 に基

づ く もので す。 こ の神聖 な 主の 宮居 に参 入

す る 人々 に とって， これ は単 な る確 信 以上

の もので す。 まさ に事 実 で あ り， 何 もの も

抑 え る こ との で きな い，不 動 の信 仰 なので

す。

もし その信 仰 が なけれ ば， 神殿 の建 設維

持 に投ぜ られ る 巨額 の費 用 も， そ こで執行

され る儀 式 にか け られ る莫 大 な時 間 もすべ

て 空 しい もの とな って しま い ます。

左 二ニ ュー ジー ラン ド神 殿

右 ：マン タイ神 殿(ユ タ)
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●神殿と神殿事業目器器器器器器器器目器舶器器目器呂器器器器日器目

もちろん 末 日聖 徒 の ほか に も， 人間 の永

遠性輯 ずる人々はいます・救い主の復活

を事実 として受 け 入れ るク リスチ ャ ンで あ

れ ば， そ う信 ずるの が 当然 です。 また キ リ

ス ト教徒以 外 に も， 生 命は 永遠 で あ る と信

じて い る人々 はい ます。 時 の初 め か ら， 死

は 人類 にとって大 きな神 秘 で レた。「人が も

し死 ねば， ま た生 き るで しょ うか」(ヨ ブ

14：14)と い う ヨブの 疑 問は， あ らゆる 時

代 の人 々が心 に抱 き続 け て きた もの です。

これは救 い主 や予 言者 た ちの 教 えの 中で も

アイダホ ・

…

難

論 じられ て いま すが， 永遠 の生 命 を高 らか

に うた いあげ る この 宣 言は， 真 昼 の太 陽の

よ うに輝 き を放 って い ます。 嘆 き 悲 しむマ

ル タに語 られ た救 い主 のみ 言葉 は， 不 死不

滅 を信ず る 人々 の信 仰 の柱 とな って きま し

た。

「わ た しは よみ が え りであ り， 命で あ る。

わ た しを信 じる者 は， た と え死 ん で も生 き

る。

また， 生 きて い て， わ た しを信 じ る者 は，

い つ まで も死 なな い。」(ヨパ ネ11：25-26)

フォール ズ神殿 バ プ テ スマ フ ォン ト(ア イ ダホ)

欄 鵬 簸鵬

壺 き1幽
麟 馨 靴

総

難灘
棄 魏踊

雛蹴囲
〆閉 ・ 鰯 疋 ≒'』

装

葉

^錠灘 凌

譲

霧

雛i'

講 弼

灘轍

謹 鰯

，i簿
講 灘 ここ瞬遭

、譲 羅
郵 、 櫨

構麟

2



ロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロロ ロロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロ[コロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロロロ
ロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロ ロロロ ロロ ロロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロ ロロロ ロロロロ
ロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロ ロロロ ロロ ロロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロ ロロロ ロロロロ

パ ウ ロの 次の 言葉 も， 時 の流 れ を越 えて，

神 聖 な貝費いを証 して き ま した。

「ア ダム にあ って すべ て の 人が死 ん で い

るの と同 じよ うに， キ リス トにあ って すべ

ての 人が生か さ れ るので あ る。」(1コ リン

ト15：22)』

事 実救 い は， すべ ての 人 が生 き る ことが

で きる よ うにそ の命 を捧 げ た もう た神 の御

子 を通 して与 え られ るの で す。

しか し， 肉体 の復 活 を しの ぐ， さ らに大

きな 目標 が も うひ とつ あ ります。 それ は，

御 父 の王 国 に昇栄 す る とい う こと です。 昇

栄 す る ため には神 の戒 め を従 順 に守 ってい

く ことが 求め られ ます 。 ま たそ れは， 何 よ

り も先 に， 神 を 永遠 の御 父 と して， そ して

御 子 を生 け る瞭 い主 と して受 け 入れ る こ と

か ら始 まるの です。 昇 栄 す るた め には様 々

な儀 式 を受 け な けれ ばな りませ ん。 それ は

どれ ひ とつ欠 かす こ との で きな い重要 な も

の ば か りです。 最 初 に受 け るのが ， 水 に沈

め られ るバプ テ スマで す。 救 い主 は， この

儀 式 を受 けず にはだれ も神 の 王 国 に入 る こ

とは できな い と言わ れ ま した。 次 に来 る の

が， みた ま，聖 霊 の賜 に よる新 生 です。 そ

れ か らさ らに， 男性 で あれ ば神 権へ の 聖任，

参 入 資格 を備 えた 男女 に与 え られ る神 殿 の

祝福 な どが 続 きます。 神 殿 の祝 福 の 中に は，

主 のみ 前 に清 い者 とな るた めの 洗 いや 濯油

の儀 式， また，教 えを受 け る ため のエ ンダ

ウ メ ン トの儀 式 もあ ります。 エ ンダ ウメ ン

トに伴 う義務 と祝 福 は， 私 た ちを福 音 の 原

則 に従 って行 動 す るよ う に促 して くれ ます。

地 上 でっ な ぐ こと を天 で もつ な ぐ結 び 固 め

の儀 式は 、家族 を永 遠の 絆でひとつ にします。

自分 自身の た め に受 け る 人 々に とって，

これ らの儀 式 は素 晴 らしい経 験 とな ります。

しか し，様 々な宗 教儀 式 が あ る中で， 神殿

の 儀式 が他 に類 す る もの の ない素 晴 ら しい

儀 式 とさ れ るの は， 人 に永遠 に続 く結 果 を

もた らす もの だ か らです。

神殿 は神 の 宮居 で あ り， 神 は 永遠 の御方

で す。 これ らの神 聖な 儀 式 を行 な うため に，

特 別 な宮居 を建 て よ と命 じられ たの は神御

自身 なの です。 神 殿 に代 え る ことの できる

もの は地上 に何 ひ とつ 存 在 し ませ ん。

しか し， これ らすべ て の祝 福 も， これ ま

で 地上 に生 を受 けた神 の 子供 が何 十億 とい

る 中で ，参 入 資格 を備 え た ご く一 部の 人々

に しか 与 え られ ない と した ら， 随 分 と条件

の 厳 しい排 他 的 な もので は ないで しょうか。

しか し， 天 父 は御 自分 の 息子， 娘 た ちに対

す る大 い なる 愛の ゆ え に， ひ とつ の道 を備

え られ， 最 終 的 にはす べ ての 人が 神殿 の儀

式 を受 け 入れ， 恵 み を受 け るこ とがで きる

よ う機 会 を与えて 下 さ いま した。

主 の 宮居 で はすべ て の死 者 に この機会 を

与 える ため， 大 い なる 身代 わ りの業 が進 め

られ て い ますが， それ は義務 であ る と共 に

祝 福 で もあ りま す。 今 生 きて いる 人々が，

福 音 を聞 いて 受 け 入礼 る機 会 に恵 まれ ず に

この世 を去 った 人 々の 身代 わ りと なって，

この 地上 で しか執 行 され ない儀 式 を受 け，

それ に伴 う祝 福 を もた らす ので す。 なん と

素 晴 ら しい こ とでは な いで しょうか。 幕 の

か なたの 死者 た ちは ， この代 理 の儀 式の結

果 をい やお うな しに受 け 入れ させ られ るわ

けで は あ りませ ん。'しか し私 たち は， この

計 画 を定 め た もうた 主御 自身か ら， すで に
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世 を去 った 人々 のた め に代 理 の儀 式 を行 な

うよ う，固 く命 じ られてい ます。このように

して進 め られ る業 は 非常 に重 要 な， 他 に例

の ない もの です。 自発的 な奉 仕 に よ って進

め られ る素 晴 らし い愛 の業 なの です 。

私 は，主 の宮 居 で死者 の 身代 わ りと して

働 く数 多くの末 日聖 徒 を 見る時 ， 驚嘆 の 念

を覚 え ると共 に， すべ ての 人 に祝福 を与 え

る ため にひ とつの 道 を備 え られ ， こ の無 私

の 奉仕の 業 を行 なう上 で 必要 な信 仰 を与 え

て 下さ る ことを， 全能 の神 に感謝 す る思 い

で 一杯 にな ります。

こ の重要 な奉仕 の 業 に働 く 人々 は， 亡 く

な った人 々か ら感謝 の言 葉を聞か され ること

はあ りませ ん し， それ を期 待 して もい ませ

ん。 幕の 向 こうか ら現世 の 人 に語 りか け て

くる声が あ る とい うの は確 か に真 実 です が，

それ は きわめ て例 外的 な事 柄 で す。 神 殿 の

中で働 く人 々 もその よ うな示 しを期 待 して

いるわ けで はあ りませ ん。 信 仰 と， 聖霊 の

力に よって もた らされ る知 識 ，確 信 に基 づ

いて， ひ とつ の 民 と して そ の働 き を してい

るのセ す。 ほか に も奉仕 の業 はい ろい ろあ

ります が， どれ に も働 きに 応 じた 見返 りと

言 える ものが あ ります。・主 の宮 居 での 奉仕

の業 に 多くの 時間 を捧 げる 忠実 で 熱心 な 人

人 の心の 中 には， いつ か次 の世 で， 自分 が

受 けた代理 の儀 式 を通 して 祝福 を受 けた 人

人 か ら感 謝 され る時が 来 る とい う期 待感 が

あ るか も知れ ませ ん。 しか し どう考 え て も，

それ だけで 彼 らの献 身的 な働 きの 原動 力 を

説明 し尽 くす こ とはで き ませ ん。

この驚嘆 すべ き奉 仕 の業 につ い て よ く考

えて みて下 さ い。 他 の いか な る奉仕 の 業 に

つ いて も言 え る こ とです が， この 働 きの 中

にあ るの は， ま さ しくキ リス トが持 ちた も

う と同 じ精 神 な ので す。 神 殿で働 く人 々の

動 機 には， 何 ひ とつ私 心 が あ りませ ん。世

・の 中で， この無私 の 精神 以上 に強 く求 め ら

れ る ものが ほか に ある で し ょうか。

しか し， 主の み業 の すべ て が そうで あ る

よ う に， この業 にも現世 と来世 の 双方 に お

い て味 わ う ことの で きる祝 福 が あ ります。

救 い主 は， 愛 を もっ て神 のみ 業 に献身 的に

働 くすべ ての 人 々を称 賛 して ， 次の よ うに

言 ってお られ ます 。「自分 の命 を救 おう とす

る者 は それ を失 い， 私 のた め に 自分 の 命を

失 って いる者 は， それ を 得 る で あ ろ う。」

(ジ ョセフ ・ス ミス訳 マ タイ10：39)，

ホームティーチャーへの提案

1.神 殿での奉仕の業を通して得た祝福に

関して，自分の経験を話す。担当家族

に同じような体験や思いをしたことが

ないか尋ねる。

2.こ のメッtz一ジの中に，朗読したり話

し合ったりするのによい聖句や言葉は

ないだろうか。

3.主 の宮居において執行される儀式は，

天父の子供の昇栄にとって，どのよう

な意義を持つのだろうか。

4.「 神殿で働く人々の動機には，何ひと

つ私心がありません」と述べられてい

るが，それはなぜだろうか。、

5.こ の話し合いをより充実したものとす

るために，訪問する前に家長と話し合

っておくとよい。
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私
の両親が教会について学び始めたの

さ なか

は， 第一次 大戦 最 中の ドイツ です。

当時 ドイッ は宣教 師 の入 国 を一切 認 めて い
おい

ませ ん で した。 母 は最 初， 甥 か ら教 会の こ

とを知 らされ ま した。 そ の甥 は私 よ りは年

上 で， 教 会 に入 った ため勘 当され て い ま し

た。 父は 母が私 た ち子 供 を連れ て 集会 に出

る こ とは 許 して くれ ま したが， 自分 自身 は

特 に何の 関心 も示 し ません で した。 とこ ろ

が ある時， 職 人仲 間の ひ と りか らモ ルモ ン

経 を見せ られ， 教 会の こ とを聞 か され てか

らは， モ ルモ ン経 を読 み， 福音 を学 び， 私

た ちと一 緒 に教 会 に行 く よう にな りま した。

母 は支部 長か らバプ テ スマ を受 けて は ど

うか と言 われ た時， 自分 と子 供 た ちは 準備

がで きて いるが， できれ ば夫 が 一緒 に受 け

られ るよ うに なる まで待 ち たい と答え ま し

た。 父が 「私 だって 準備 は でき て いる」 と

言 うと， 母 は 父が まだや め ず にい たタバ コ

の こ とを指摘 しま した。 す る と父は パ イプ

を壊 し， 火の中 に くべて しまい ま した。 宝

石 と時計 の職 人 だ った父 は高 い机 を 前 に し

て， 床 まで届 くほ ど長 い パ イプ を くわえ て

仕事 をす るの が常 で した。 タバ コを やめ る

の はさ ぞ大変 だ った ろ うと思 い ます。

当時は バプ テ スマ を受 ける のは 非合 法 と

され て いた時 代で した。 私 た ちは 夜 にな る

の を待 って， 市街 電車 の停 車場 で 何 人か の

教会 員 と待 ち 合わ せ， バプ テ スマ を行 な う

川 まで行 く とい う段 取 りを決 めて お きま し

た。 当 日， 私 は学校 か ら帰 っ て来 る と， と

て も気分が 悪 くな り， 夕食 も取 れ ない ほ ど
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の 状態 に な って しま い ま した。 いざ 出発 と

い う頃 に は， さ らに具 合 いが 悪くな って い

て， 母 か ら今 回は待 って別 の 機会 に した方

が 良 い と言 われ まし た。 で も私は 是が 非で

もこの 機会 は 逃 し た く な い と一 歩 も譲 り

ませ ん で した。 ケム ニ ッツ 川へ 向け て1時

間 ほ ど電 車 で行 った後 は， 徒 歩で 公園 を通

電車の停車場へ

向かう道すがら，

私たちは

讃美歌を何曲も歌いました。

り抜 け， 目的 地へ 進 み ま した。

電車 を降 りた時 に は， 口をき くの は もち

ろ ん， 歩 くこ と もで きな いほ ど具 合 いが悪

く， 父や兄 弟 たち が交 代 でお ぶ って運 んで

くれ ま した。 目的地 に着 く と， 立 ち番 を し

て い る警官 がひ と り見 え ま したが， よ く見

る と木 に もたれ かか りなが ら居 眠 りを して

い るの です。 川に続 く道 は柵 でさ え ぎられ

て いて， 私 たち は， 兄 弟た ちが そ こ に張 り

渡 され た有 刺鉄 線 を押 さ えて い る間 に腹 ば

い で忍 び込 み ま した。 川一 面 に張 りつ めて

い た氷が 割 られ た後 で， 私 は その夜 の 内に

バプ テ スマ を受 け たい とい う気持 ちに変 わ

りが な いか ど うか 改 めて 聞か れ ま した。 す'

で に真 夜 中 にな って い ま した が， ま だ 口が



き け ないで い た私 は， うな ず いて返 事 を し

ま した。 子 供3人 ，大 人8人 の そ の 夜 の

バ プ テス マ志願 者 の 内， 私 が最 初 に受 け る

こ とにな りました。 冬の川 は 身 を切 られ る

ほ どの 冷 たさ だ ったは ず なの です が， 水 に

沈 め られ た時， 私 は 自分の 体 か ら何 か厚 い
から

殼 が は ぎ取 られ るよ うな気 が し ま した。 体

の 具合 も 自分 の力 で堤 防 を上 り切 れ るほ ど

に よ くな って い ま した。 母 や 幾 人か の姉 妹

た ちに手 伝 って も らって着 替 え を済 ませ た

後 は， 小 さ な折 り畳 み式 の椅 子 に座 って確

認の儀 式 を受 け ま した。

全 員バ プ テ スマ を終 える と， 私 たち は細

い道 を引 き返 し， 鉄 条網 を かい く ぐ り， 眠

っ た ままの 警官 の側 を通 り抜け て い きま し

た。 明る い月 の光 に照 らされ ， 町 の 中を電

車 の停 車場 へ 向か う道 すが ら， 私 た ちは讃

美 歌 を何 曲 も歌 い ま した。

戦争 が終 わ って しば ら く して か ら， ドイ

ッ に も再 び 宣教 師が 派遣 さ れて くる よう に

な りま した。 ある 日曜 日の こ と， 我が 家で

は， ア メ リカか ら来た ばか りで まだ ドイツ

語 を話 す こ とので き ない ひ と りの 宣教 師 を

食事 に呼 びま した。 私 の両 親 は4年 ほ どイ

ギ リスの リバ プー ル にい たこ とが あ り， 英

語 は 多少話 せ ま した。 と ころが そ の 晩教 会

で 行 なわれ た聖 餐 会で， この新 任 の宣 教 師

が 話 を依頼 さ れた ので す。 私 は ドイ ツ語 が

全 然 で きない の に話 を頼 まれ た彼 を 気の毒

に思 い，一 体 どん な話 に なる の だろ うか と

考 え てい ま した。 ドイッ に来 て大 分 たっ他

の 宣教 師か ら ドイツ語 の話 し方 を 教 えて も

聖 徒の道/1982年Il月 号

ら う時間 もなか った は ずで し た。

しか し， 彼は1時 間以 上 も話 し続 け まし

た。 内容 は， 先 に終 わ った ばか りの 戦争 よ

りも， も っとひ どい戦争 が 起 きるか ら，聖

徒 たち はア メ リカ に渡 る よう に という もの

で した。 先 の戦 争 の時 の苦 しみが まだ生 々

しく記憶 に残 って いた 私 たち に とって， そ

れ は恐 ろ しい話 で し た。 帰 り道，私 は あの

宣 教師 が何 語 を話 したの か両 親 に尋 ね ま し

た。 私 自身英語 に関す る知 識 は なか った も

の の， それ が 英語 で ない こ とはわ か ってい

ま した。 もち ろん ドイツ 語で もなか ったの

で す。 しか し彼 の語 った 言葉 の意 味 はすべ

て 理解 してい ま した。 父は， あ の ような体

験 をす るこ とは 二度 とな い だ ろうか ら，絶

対 忘 れ ては な らな い と私 に言い ま した。 そ

の長 老 は異 言を 語 った ので す。

その 日か ら両 親 はア メ リカ移 住 の計画 の

こ と以 外は ほ とん ど何 も話 さ な くな りまし

た。 最初 に ア メ リカ に渡 ったの は 父で，1

年 後 に母 と子 供 た ちを呼 び寄 せ ま した。母

は初 め， 心臓 病 が あ ったた め に出 国はで き

な い と言われ て い たの です が， それ な らと

にか く私 た ち子 供 だけ で も と言 い張 り，6

カ 月後 には私 た ち と一 緒 に渡米 す る許 しを

取 りつ けて しまい ま した。

あの 宣教 師が 予 言 した こ とは， こ とごと

く事 実 と な りま した。 私の 姉 は改宗 す るこ

とな く， 今 で も ドイツ に いま すが， 私 たち

が去 ってか らの ドイツ の様 子 を話 して くれ

た こ とがあ りますも それ は， まさ し くあの

宣 教 師 が予 言 した通 りの こと で した。
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一
中央 初 等協 会会 長会 ， 会長 ：ドゥワ ン ・

J・ヤ ング姉妹 ， 第一 副会 長 ：パ ー ジニ ア ・

B・キャノ ン姉 妹 ，第 二副 会長 ：マイ カ リー

ン ・P・ グラス リー姉 妹 を 囲ん で お話 をお

聞 き しま した。一 ㈱
記者一 御 三 人 と も，2年 半以 上 も中央初

等協 会 会長 会 で働 いて こられ たわ け ですが ，

初 等協 会 に関 して 学 ばれ た こと を幾 つ かお

話 しい ただ きた いの です が。

ヤ ング姉 妹 私 が学 ん だの は， 国 に よっ

て子供 た ち はそれ ぞ れ違 って は い ますが，

共 通 して い る点 の方 が 多い とい う こ とです。

どの 国の子 供 も， 同 じよ うな欲求 ，望 み，

学 習 意欲 を持 ってい ます。 ど こへ行 って も，

私 は子 供 た ちの可 能性 や 潜在 能 力 に驚 か さ

れ ます。

キ ャ ノン姉 妹一 私 が お会 い した指 導者 の

皆 さん も，子 供 た ち と同 じよ う に意 欲 的で

した。 中 には教 会歴 が浅 くて， 十分 な訓練

も受 け てお らず，知 識 も少 な い とい う方 も

い ら っ しゃい ます が， どう した ら子 供 た ち

を助 け る こ とがで き るか， 熱心 に積 極 的 に

学 ぽ う として い ら っし ゃい ます。

グラ ス リー姉妹一 私 も指 導者 の 子供 た ち

に対 する 関心 につ い ては， いつ も感激 さ せ

られ て きま した。・子 供 た ち は今 ， か つて な



か った営 ど， 外部 か らの影 響 にさ らされ て

い ます。初 等 協会 の歴 史 は， 子供 たち を思

いや り， そ のた め に献 身 的 に働 く指 導者 や

教 師 の歴 史 なの です。

記者一 ヤ ング姉 妹 ，初 等協 会 の 目的 につ

い ては， どの よう にお考 えで し ょうか。

ヤ ング姉妹一 初等 協会 の 目的 は， レ ッス

ンや活動 を通 して， 子供 たち に イエ ス ・キ

リス トの福 音 を教 え る ことで す。

記 者一 その 目標 は果 た され て いる とお考

えです か。

ヤ ン グ姉 妹 その う ちのひ とつ ， す なわ

ち レ ッス ンを通 して福 音 を教 え る こ とに関

して は， 果 たされ て い る と思 い ます。 しか

し， 活動 の方 は とい う と， も う少 し初等協

会 の指 導 者 や教 師 を励 ます必 要 が ある と思

い ます。 子供 た ちが レッ スンで学 んだ こ と

を ど う応 用 す るか を学 ぶの は， 結局 ， 活動

を通 して なの ですか ら。

例 えば， 日曜 日の初等 協会 の一環 と して

「分 か ち合 い の時 間」 が あ ります が， そ の

時 間 に子供 た ちは， 他 の クラ スの子 供 た ち

の 前 で， クラ スの 発表 を行 な う こ とがで き

ます。 少 な く とも， 分 か ち合 いの 時 間の半

分 を ク ラスの 発表 に使 って，子 供 た ちが 自

分 の学 ん だ こ とを他 の子供 たち に教 え る機

会 を持 て る よう に してい た だけ る とよ い と

、思い ます、。

グ ラス リr姉 妹一 子 供 た ちは年 に4回 の
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活動 の 日に参加 す るこ とを通 して ，福音 の

様 々 な面 を いか に応用 す るか を学 ぶ こ とが

で きます。 活 動 を行 な えば，体 力面 の事 柄

も教 え るこ とが で きます。 例 えば知 恵の言

葉 の価 値 を強 調 した り もで き ます。奉 仕活

動 な どをす れば ， 自分 自身 を捧 げ る ことを

学 ぶ こと もで きる ので す。

記 者一 初 等協 会 での学 習 に関 して，親 は

どの よう に子供 た ち を助 ける こ とが で きる

で し よう。

ヤ ング姉 妹 日曜 日の集 会 が終 わ って家

に帰 って きた ら， お 父 さん， お母 さん 方は

お子 さん た ち一 人一 人 に 「今 日は初 等協 会

で どんな お話 を した の」 とお聞 き になって

いた だ きた い と思 いま す。 私 で した ら， も

し子供 が 明 らか に いつ も何 も学 ばず に家 に

帰 って来 る よ うで あれ ば，子 供 の先生 や初

等 協 会 の会長 と話 し合 って， その クラ スが

どうな って い るの か突 き止 め ます。私 は親

として， レ ッス ンが きち ん と行 なわ れて い

るか ， 自分 の子 供 に参加 の機 会 が あるか ど

うかは知 って おき た い と思 ってい ます。

キ ャ ノ ン姉 妹 親 が 子供 に して やれ る最

も重 要 な こ とと して， 子供 が初 等協 会 で学

ん で きた事 柄 を家 庭 で補 強 してや る とい う

こ とが あ げ られ る と思 いま す。 教 会 での経

験 や レッス ンに家 庭 での励 ま しが加 わ って

こ そ， 子供 たち は霊 的 な蜂 さ を身 に付 け て

い く の で す 。
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メ
ルケゼデク神権者には，病気の人に

神権の祝福を施す儀式に携わる特権
『

と権 能 が与 え られ て いま す。 ヤ コブは こ う

書 いて い ます。「あな たが たの 中 に，病 んで

いる者 が ある か。 そ の人 は，教 会 の長 老 た

ちを招 き， 主 の御 名 によ って， オ リブ油 を

注 い で祈 づて もら うが よい。」

これ を行 なう には権 能 は も とよ り， 信仰

と霊感 が どう して も必 要 に な ってき ます。

「信仰 によ る祈 は，病 ん で いる 人を救 い，

そ して， 主 はそ の人 を立 ち あが らせ て下 さ

る。」(ヤ コブ5：14-15)

信 仰，霊 感 ，権 能， この3つ は神権 の祝

福 を施 す時 に欠 くこ とので き ない もの です。

近 代 の使徒 マ シュー ・カ ウ リー長 老 がニ

ュー ジー ラ ン ドで マ オ リ族の 父 親か ら赤 ん

坊 の祝福 を頼 まれ た時 の話 を聞 い た ことが

あ ります。 カ ウ リー長老 が祝 福 の儀 式 を行

な お う とした時 に， その赤 ん坊 の 父親 か ら

こう言 われ た とい うと とで す。「この子 に命

名 す る時 に， どうか視 力 も与 えて や って下

さい。 この子 は生 まれ な が ら 目が 見 えな い

ん で す。」

カ ウ リー長 老は 一瞬 ぎ くり とした と語 っ

てい ます。「私 に は 自信 が あ りませ ん で した。

で もポ リネ シア 人の その 父親 に は子供 が持

って い るよ うな信 仰 が ある こ とを知 ってい

ま した。 その信仰 は心理 学 や いかな る 人間
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の知 識 を もうて して も薄 れ るこ とな ぐ， た

だひ た す らに神 を信 じ，御 子 イ エス ・ヂ リ

ス トを通 してな され た約 束 を信 じる純 粋 な

信 仰 で した。

私 は その子 を命名 し， そ れか ら勇 気 をふ

りしぽ っ て， その子 に視 力 が与 え られ るよ

うに と祝 福 しま した。

・・私 は数 カ 月前 にその 子 に会 い ました。

もう6，7歳 にな っ てい ま した。 あ ちこち

走 り回 って いて，私 と変わ りな く物 を見 る

こ とが で き ます。」

私 もニ ュー ジー ラ ン ドで伝 道 して いた時

に， マオ リの婦 人の こ とで力 強 い経験 を し

ま した。 そ の女 の人 はひ どい病 気 で，手 術

を受 け るた め に病 院 に運 ばれ ま した。 太 っ

た体 と高 齢 のた め に，快復 の見込 み はほ と

ん どあ りません で した。

彼 女 は私 に祝福 して ほ しい と言 って きま

した。「長 老 ，あな たが祝 福 を与 えて下 され

ば，私 はき っ と元気 に な ります よ。」私 は神

権者 と して の責 任 を心 に強 く感 じて ，儀 式

を行 なう前 に彼 女 のベ ッ ドの傍 で祈 りま し

た。 それか ら私 を通 して彼 女 に祝 福 が授 け

られ たの です が， 同僚 も私 もその 力の勢 い

に驚 いて し まい ま した。 そ して私 は， 彼女

に元気 にな って も らいた い とい う個 人 的な

願 い に よって祝 福 を述 べ て しま った ような

気 が して， 心 配 にな って き ま した。 彼女 は
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●神権 の祝福 を与 える

1私の手 を取
って言 い ました。「あ りが とう ご

ざい ました。 次 の 日曜 日には教会 で お 目 に

か かれ る と思 います。」

私 は ま さか と思 いま した。 しか し，手 術

が成功 して ，彼女 はす っか り元 気 にな って

いたのです。次 の 日曜 日の証会 に，彼 女 はち

ゃん と出席 してい ま した。 肉体 的 には まだ

まだ弱 々 しい彼 女 で したが， 立 っては っ き

りと した 口調 で，大 変 な時 に助 け て もら っ

た こ とを 主 に感 謝 して い ま した。 彼女 が こ

の よう に元気 に な ったの も， 固い 信仰 を持

って祝 福 を受 け たか らだ と言 え るで し ょう。

こ こで心 に留 めて おか な けれ ばな ら ない

大切 な こ とが あ ります。 それ は， 主 の思 い

は私 た ちの思 い と異 な る とい うこ とです。

神権 の業 を行 な う主 の代理 人 として， 私 た

ちには主 の霊 感 を受 け る義 務 が あ ります。

私 は，祝 福 を与 え るこ とで 身の ひ き しまる

よう な経 験 を した宣教 師 を知 って いま す。1

彼 は， ニ ュー ジー ラ ン ドで支 部 の教 会 堂の

修 理 に携 わ って い ま した。 そ の時， 屋根 の

修 理 を して い た支部 長 が， 足 を踏 みは ず し

て下 の舗 装 道路 に転 落 して しまい ま した。

この宣 教師 は す ぐに走 り寄 っ て，彼 に力強

い祝福 を宣 言 し， 彼が命 を取 りとめ， 完全

に快復 す る と約 束 し ま した。 と ころが数 分

後 に支 部長 は、息、を 引 き取 りま した。

何 と も幻 滅 した この 宣教 師 は， アパ ー ト

に戻 り3通 の手 紙 を書 き ま した。伝 道 部長

と出身 ワー ド部 の 監督 ， そ して大管 長 にあ

て た手紙 です。 その手 紙 は神権 を 自分 か ら
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癒 しの儀式が必要ですが，

ほかにも子供は……

様々な悩みを持っており，

祝福を動要としています。



取 り上 げて ほ しい こ と， 宣教 師 として の働

き を放 棄 した い とい う内容 で した。 そ して

ペ ン を置 き， 床 に就 き ま した。

しか し彼 は， それ か ら一 晩 中考 え，悩 み

苦 しみ， 祈 っ た末， 主 のみ こ ころ がな され
いや

た こ とを理解 した ので す。 そ して， 癒 しの

儀 式 を執 り行 な う前 には，主 の霊 感 と導 き

を熱心 に求 め なけれ ば な らな いこ と を知 り

ま した。

私 も同 じよ うに， あ わて て癒 しの儀 式 を

行 な った こ とが あ ります。妻 の マ ーテ ィー

は妊娠 の初期 に幾つ か 問題 があ りま した。

それ で私 は す ぐに彼 女 に祝福 を し， 力強 い

言葉 を並 べ て， 彼女 も生 まれて くる赤 ん坊

も元 気 であ る と約 束 したの です。 私 は その

儀 式 を終 えるや， 自分 の した こ とが 誤 って

い た こ とを知 りま した。 子供 は す で に体 内

で息 絶 えて い たこ とが わか った か らで す。

断食 と祈 りの後 ， 私 はひ とりの神権 者 に

手伝 いをお願 い して，再 び妻 に祝 福 を施 し

ま した。 この度 は主 の導 きに耳 を澄 まし ま

した。私 は子 供 は元 気 であ る とは約 束 する

ことが で きませ ん で したが， 妻 は快 復 して

他 の健康 な子 供 た ちの母 で い られ る ことを

約 束 しま した。 そ の子 は助 か りませ ん で し

た が，私 た ち には祝福 に もあ った よ うに現

在4人 の元 気 な子 供 が い ます。 二度 目の祝

福 の時， 私 は 自分 自身 の個 人的 な希望 は何

も口 には しませ ん で したが， 妻 と私 は共 に

み た まの慰 め によ る心 の平安 を十分 に感 じ

て いた ので す。

聖 徒の道/1982年ll月 号

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール大 管長 は，

神 の み こ ころ と病 人 に癒 しの儀 式 を執 り行

な うこ との関 係 を次 の よう に説 明 してい ま

す。「癒 しの儀 式 が行 なわ れ，そ こ に十分 な
めい

信 仰 が あ り， か つ その病 人が 『死 の命 』 を

受 け て いな いな らば， 必 ず癒 され る はずで

あ る と， 主 は私 た ちに断 言 して お られ る。

(教義 と聖 約42：44-48参 照)そ こには3

つの要 素 が あ り， そのす べ てが満 た され な

けれ ば な らない ので あ る。 この儀 式 に従 っ

て いな い人， また十分 な信 仰 を表 わ そう と

しない 人や表 わ す こ との で きな い人が 非常

に 多い。 もうひ とつ の要素 も大切 で ある。

すな わ ち， その 人が死 の 命 を受 けて いな い

か どうか とい うこ とであ る。」

キ ン ボー ル大管 長 は また こ う述 べ てい ま

す。「神 権 の 力 には限 りが な いが，神 は知 恵

を もっ て私 たち一 人一 人 の上 にある制 限 を

置 か れ た。 私 が完 全 な生 活が で きる よう に

なれ ば，神 権 の 力 も もっ と高 まるで あろ う。

しか し，神 権 によ って さえ も私 にすべ て の

病 人 を癒 す こ とがで き ない こ とを，私 は感

謝 して いる。 私 は死 ぬべ き 人 に癒 しを与 え

る こ ともで きる か も しれ な い し，苦 しむべ

き人 の苦 しみを和 らげ るこ と もでき るか も

しれ な い。 しか し， それ は， 神 の 目標 を妨

げる こ と になる ので は ない だろ うか。」

次 に，神 権 の祝 福 を与 え て くれ る よう頼

まれ た時 に気 をつ け なけ れ ばな らな い大切

な こ とが あ りま す6私 た ち はた だ主 のみ 力

を信 じて これ を行 なうの で はな く，主 の霊
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●神権 の祝福 を与 える

感 を受 け た い， 主 のみ こころ を知 りたい と

い う謙 遜 な願 い を持 たな けれ ばな りませ ん。

主 の導 きを受 けた 時 に こそ，主 の み こ ころ

を なす こ とが で きる ので す。

私 の知 って い る神 権 者 の 中に，霊 的 な事

柄 に関す る経験 が 十分 で なか った り，霊 感

を感 じ取 る こ とが で きな いた め に， 間違 っ

た こ とを して しまう ので は ないか ，変 な こ

とを言 って しま うの では な いか と恐れ て，

祝福 す るこ とを ち ゅうち ょして いる 人が い

ます。 また，神 権 の祝 福 を与 え る とい うよ

り， む しろ天 父 に祈 りを捧 げ て いる 人 もい

ます。 しか し癒 しの儀 式 を行 な う場 合 ， 天

父 に祈 るこ と と天 父 か ら霊 感 を受 け る こ と

の双 方 を行 な うのが 自然 です。 なぜ な ら，

このふ たつ は天父 との交通 にな くて はな ら

ない ことで あ り， そ の点 に おいて ，神 権 に

よる癒 し と祝福 ， また信仰 と霊 感 との相互

関係 に も通 じるか らです。

時々， この儀 式 を行 なう の に 自分 はふ さ

わ しくない と感 じる こ とが ある もの です。

しか し， メルケ ゼデ ク神権 を受 け，神 権者

と して正 しい生活 をして い る者 であ れば，

神権 を行 使 する責 任 が あ ります。 しか し，

私 た ちが第一 に心 に留 めるべ きこ とは，祝

福 を施 す前 に謙遜 な祈 りを捧 げ て主 の助 け

を請 うこ とです。

です か ら， 厳密 に言 えば， 病 人 に行 な う

癒 しの儀 式 は神権 による儀 式で あ り， 幾 つ

かの大切 な点で祈 り とは異 な って いま す。

これ は， 神権 の権 威 す なわ ち神 のみ 名 に よ
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る 力で執 り行 な う儀 式 なの で す。 つ ま り，

私 た ちが導 き に従 う時 に，神 の力 を使 って

神 の代 わ りに行 な う こ とを主が許 して お ら

れ るの です。 祈 りが主 と交 わ る力強 い手 段

で あ るこ とは言 うまで もあ りませ ん。 そ し

て祈 りが 多 くの奇跡 を生 ん で い ます。 しか

し主 は， 私 た ちが神 権 の権 能 を通 して癒 し

の儀 式 を行 な う こと と， 神権 の力 を行使 し

て ほ しい とい う適切 な要 請 を受 け る こと を

認 めて お られ るの です。 この よ うに神権 を

行使 す る こ とに よって， 癒 しの儀 式 の 中 に

主 を招 き 入れ る ことが で きま す。 主 は こ う

約 束 して お られ ます。「ふ た りまた は三 人が，

わ た しの名 によ って集 ま って い る所 には，

わ た し もその 中 にい るので あ る。」(マ タ イ

18：20)

神 権 者 と して，私 たち には癒 しの儀 式 を

行 な う機 会 が た くさん あ りま す。 定 貝会 会

長 の要請 を受 けて， 夜 で も病 院 に行 って儀

式 を施 します。 また，病 に苦 しむ ワー ド部

会 員の もと にかけ つ けま す。 しか し，神 権

を使 う最 も大切 な所 は 自分 の家 庭 です。 家

族 の病 気， 出産 ，落 胆， 失 望， この よう な

場合 に神権 を行 使 し，霊 感 によ る祝 福 を与

える こ とがで き ます。

病 気 の時 に癒 しの儀 式が 必要 なのは 当然

の こ とで すが， ほ か に も子 供 は， 人間 関係

に関す る 問題 や友達 の圧 力，勉 強 の上 で の

問題 ， 教 師 との問題 な ど様 々 な悩 み を持 っ

て お り，祝 福 を必要 と してい ます。 子供 の

ため に早 くか ら霊 感 を受 け るこ とに よっ て，



父親 は子 供 との信頼 関係 を高 める こ とがで

き， それ は年 々強 ま り， やが て家族 の 強 い

絆 となる ので す。苦 しい時 に父親 が親 身 に

な って霊 的 な関心 を 向け て くれ たこ とを覚

えて いる子 供 は， もっ と重 大 な事柄 に直面

した時 に容 易 に父 親 を信頼 す る こ とがで き

るで しょう。子 供 た ち は， 伝 道， 進路 ，結

婚 とい った 人生 の大 問題 にぶ つ か る前 か ら，

父親 の祝福 を通 して得 られ る霊感 を必要 と

しているの です。(慰 め や勧 告 の祝 福 を与 え

る時 には油 は用 い ない)

ひ どい状 態 にあ った 息子 に， 癒 しの儀 式

を行 な った経験 が あ りま す。 それ は夜 の こ

とで， 長 男の ダ リンは耳 の痛 みで苦 しん で

い ました。 あ ま りの痛 さ に大声 を上 げて 泣

いて い ま した。 と ころが祝 福 をす る と痛 み

が とれ た と言 って寝 て しま い ました。 力 を

使 い果 た したの で し ょう。 ぐ っす りと寝 入

っ て しま いま した。
み

翌 朝， 息子 を小 児科 医 に診 せ る と， ダ リ

ンの鼓 膜 は夜 の う ちに破 れ， その結 果感 染

力 が弱 ま った ので， 眠 れた の だ と言 わ れ ま

した。私 たち は鼓 膜が いつ破 れ たか わ か っ

た ので 驚 いて し まい ま した。 小 児科 医 は，

聴 力が この先 ず っ と低下 す る恐 れ が ある の

で ，薬 で感 染 を止 め た後 で耳 鼻科 へ連 れ て

行 くよ うに とア ドバ イ スを受 け ま した。

数週 間 して専 門医 に診 せた の です が， ダ

リンの耳 に は何 の異常 も見 いだせ ない とい

う医 師 の言葉 に， 私 た ちは驚 き ま した。鼓

膜は 完全 な状 態 で，破 れ た跡 も残 って いな
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い と言 うの です。 この こ とは，主 の み力 の

偉 大 さ と，神 権 の祝福 の効果 をは っき りと

した方法 で教 えて くれ た実 に厳 粛で 力強 い

経験 で した。

主 は， 私 た ちの 自ら信 ず る こ とが 「神 の

前 に強 くな」る(教 義 と聖約121：45)と 約

束 してお られ ます。 こ うして神 が与 えて下

さ った信頼 の心 を持 つ こと によ って，私 た

ちは神 か ら授 か った権 能 を行使 し， それを

敬 慶 かつ積 極 的 な方法 で 用 いる機 会 を見 い

だす こ とが でき るの です。

話し合いのために
「神権の祝福を与える」を個人であるい

は家族で読んでから，次の事柄について話

し合ってみましょう。

4.

2.

3.

4.

神権による癒しの儀式を行なう時に祈

りはなぜ大切か。信仰はなぜ大切か。

神権による癒しの儀式を行なう前こ「主

の霊感と導きを熱心に求めなければな

らない」のはなぜか。

健康が快復するという神権の祝福を受

けながら，快復しなかった人を知って

いるか。そのような場合，ここに引用

されているスペンサー ・W・ キンボー

ル大管長の言葉は，どのような支えと

なるか。

慰めや勧告の祝福を受けたことがある

か。その時の気持ちはどうだったか。

このような祝福を行なうのが適切だっ

たのは家族がどのような時であったか。
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「あなたは

この人たちが

愛する以上 に，

わたしを

愛するか」

セレスティア・ホワイトヘッド
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私
はそ の頃，6歳 を頭 に5人 の子 供 を

持 つ若 い母 親 で した。 夫 のバ ンは法

律 学校 の1年 目を終 え た とこ ろで した。私

た ちは福 音 に基 づ いた生 活 を営 み， 主か ら

の恵 み を受 けて き ま した。 実 際私 た ち の結

婚 生 活 は深刻 な 問題 とは無縁 だ った の です。

ま た私 の生活 の 中心 は家 庭 で した。私 は妻

で ある こ と， 母 で ある こ とに喜 び を抱 いて

は い ました が，毎 日が家 事 や 日々の雑 用 で

明 け暮 れて いて， 霊 的 な刺 激 に欠け て いる

と感 じる こ とが あ りま した。 しか し私 には

どの よう に生 活 を改善 して いけ ば良 いか わ

か りませ ん で した。祝 福 に対 す る感謝 の気

持 ちを示 そう と も思 い ま した。 で も，逆 境

に遭 っ た こと もな いの に どれ だけ祝福 され

て いる かな どは知 り ようが あ るで し ょうか 。

しか し， すべ て の物事 には必 ず その 反対

の もの がな けれ ば な らない とい う リー パ イ

が ヤコ ブ に語 った教 えが(II二 一フ ァイ2：

11-15)， 私 の 人生 に間 もな く新 た な意義 を

持 ち始 め るこ とに な ったの で す。 今 で は私

は， 生涯 にお いて本 当 に価値 のあ る物 に気

づ くに は， 反対 や苦 しみや逆 境 を経 験 し な

けれ ば な らな いこ とが よ くわか ってい ます。

ま た主 のみ こ ころ を受 け入 れ， 主 に全面 的

に頼 る こ とが， 逆境 を経 験 す る こと によ っ

て得 られ る最 大 の教 訓 だ とい う こと も知 り

ま した。

目 まいや吐 き気， 平衡 感覚 の障害 な ど，

気が か りな症 状 に見 舞 われ た のです。 その



時私 には乳 飲 み子 が いま した し， その上 バ

ンは法律 の期 末 試験 を控 えて い ま した。 絶

対 に病 気 にな って は いけ ない時 に病 気 に な

って しま ったの で す。 しか し私 た ち家族 は，

こ の事態 を何 とか切 り抜 け な けれ ばな りま

せ んで した。 医 師 は内耳 を調 べ た後 ，私 を

神 経科 へ 回 しま した。 そ して検査 のた め早

速 入院 す る こ とにな った ので し た。

検査 は苦 痛 を伴 い， 激 しい頭痛 と吐 き気

に悩 ま され ま した。 私 は苦 痛 が和 らぐ よう

に， ま た耐 え る力が 与 え られ る よ うに繰 り

返 しお祈 りし ま した。 する とそ の祈 りは即

座 に答 え られ ，私 は 驚 き， また謙遜 な気持
しゆよう

ち にな った ので す。 医師達 は腫 瘍 の疑 い を

持 って いま した。 それ は少 し シ ョックで し

たが， 私 とバ ンは，腫 瘍 とい って も大 した

こ とは な く， 手術 す れば 治 る ものだ ろう と

単 純 に考 え てい ま した。 しか しある朝神 経

私は苦痛が和らぐように，また耐える力が与えられるようにお祈りしました。す

るとその祈りは即座に答えられ，私は驚き，また謙遜な気持ちになったのです。
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科 医が， 気 落 ち した様子 で病 室 に や って来

て，脳腫 瘍 が発 見 され た と宣告 したの です。『

その時 の私 の衝 撃 を想像 して みて下 さい。

重 症 で した。 医師 は夫 に， こ の種 の腫瘍 は

手 術 が不 可 能 で， お そ らく悪 性 の もの だ ろ
ぽうぜん

う と言 い ま した。私 た ちふ た りは呆 然 とし

ま した。 突 如 と して楽観 的 な考 えは消 え，

未来 が崩れ 去 って行 くの を感 じ ま した。

私 は生 きて いな けれ ば な らない理 由 を す

べて考 えあげ ま した。 バ ン をひ と りに

す るなん て ことで き ないわ 。彼 は これ か ら

先 どうや って い くの。 それ に子 供 た ちは ど

うなるの。

多くの 人々 が私 た ちの ため にお祈 りを し

て くれ ました。 私 の母 は， 万一 の場 合代 わ

れ る もの な ら 自分 が代 わ りに死 にます よ う

にと祈 って くれた そ うで す。私 は そ のこ と

を何週 間 も後 に なっ てか ら知 った の です が，

今で も思 い出 すた び に胸 が熱 く な ります。

母 は どん な に私 を愛 して くれ て いた こ とで

し ょう。 また 同 じワ ー ド部 の会 員 は断 食 し，

お祈 りを して くれ ま した。 私 は大 き く心 を

動か され ま した。 入 院 してい る間 は， これ

ほ ど 多くの素 晴 ら しい人 々が心 配 して くれ

て いた なんて 思 って もみ ませ ん で した。

夫 は苦悩 と 戦 って い ま した。 後悔 は しま

せ んで じた。 で も私 た ちは一 緒 に長生 き し

よう と前 々か ら話 し合 って いた ので す。私

たちは いつも一 緒 で した。 いま さ ら離 れ離

れにな って一 体 ど うや って暮 らして い った
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ら良 い ので し ょう。 夫 は どんな事 態 が起 こ

ろ う と受 け 入れ られ る理解 力 と平 安 と勇 気

が得 られ る よ うに祈 りま した。

私 も前 向 きの姿 勢 で い られ るよ う に祈 っ

て はい ま したが， あの 日が来 るま では答 え

は与 えられ ませ んで した。 その 朝私 は何 気

な く聖 書 を開 いて いま した が，私 の 目は，

主 がペ テ ロに言 われ た 「あ なた は この 人た

ち が愛 す る以上 に， わ た しを愛 す るか」 と

い う言葉 に釘づ け にな ったので す。(ヨ ハ ネ

21：15)こ の質 問 は私 に向 けて な され た よ

うに感 じま した。 私 は主 をこ の世 の どんな

もの よ りも愛 して いる で し ょうか。 他 の何

よ りも， た とえ私 の命 その ものよ りも。 私

は答 えま した。 主 よ， その通 りで す。私 は

自分 自身の 命 よ り もあ な たを愛 してい ます。

つ い に私 は主 に従 い，「みこころ が行 なわ

れ ます よ うに」 と心 か ら言 え る よう にな り

ました。 そ して主 に従 う気持 ち になれ て，

言 い ようの な い平安 で満 たされ ました。 私

は もう恐 くな どあ りません。 つ らい こ とが

あ る とすれ ば子供 たち の こ とだけ です。 彼

らが私 と離 れ離 れ にな っ て，他 の だれ かの

手 で大 き くな るな ど とい う こと にが まんで

きるで しょう か。 で も私 たち は神殿 で結 び

固 め られ た永遠 の家 族 で す。 私 た ちが再 び

ひ とつ となる のは確 か な こ とです。

この一 連 の 出来事 で私 は地球 で過 ごす期

間 の本 当 の意味 をは っき り知 りま した。 永

遠 の計 画か ら比 べ る と，百年 生 きられ た と



して も地球 で過 ごす期 間 は ほん の束 の間 で

す。 だれ か が地球 を去 る時， 残 され た 人が

寂 し く思 うのは 当然 で すが， 人生 を素晴 ら

しい物 で満 た し，成 長 し続 け られ る よう に

努 力す るべ きで す。 亡 くな っ た人 も，霊 界

で はな すべ き こ とがた くさん ある ので す。

神 様 に従 うよ うに なる につれ て， 私 は み

た まが常 に燃 え，私 の中 の力 が愛 す る人 た

ちに注 ぎ込 まれ るの を感 じ まし た。 また霊

界 で は 多くの 人が私 を待 って い て くれ る か

ら，恐 れ た り寂 しが った りす る必要 はな い

こ とがわ か り始 め まし た。 愛 す る実 のお 父

さん と義理 のお 父さ んが霊 界 で私 を迎 えて

くれ る で し ょう， しか し 自分 の残 り少 ない

人生 を きち ん と して おか な けれ ば な らない

とい う思 いが次 か ら次へ と湧 いて き ました。

もし なん とか生 き続 け られ た と して も， 死

ぬ覚悟 だ けは して おか なけ れば な りませ ん 。

医師 は最 後 の検 査 をす る決 断 を下 しま し

た。 それ は髄液 に空気 を注 入 する と いう ひ

ど く苦 痛 を伴 う もので した。 この検 査 をす

る こと によ り種 瘍 の正確 な位置 が わか り，

コバ ル ト照射 を施 す手 助 け とな りま す。 検

査 の前 に私 は素 晴 ら しい神 権 の祝福 を受 け，

その 中 で退 院 す る こ とを約 束 され まし た。

検査 の後 で快 復 を待 って いる 間， 医師 は

驚 いた様 子 で家族 の そ ばに や って来 ま した。
しゆよう

腫 瘍 が発 見 され なか った と言 うので す。 腫

瘍 のあ った形 跡 は確 か にあ る のです が， そ

の場 所 に は何 もな いの です。 医 師は 説 明 に
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窮 しま した。 そ して診 断 に誤 りが あ った こ

とを認 め ま した。

突然 私 は 「寿命 が延 び る」 という こ とが

ど うい う意味 か 身を持 って知 りま した。 私

は新 しい生命 を いた だ いた のです。 結局 私

た ち家族 は， 愛 す る天 のお 父様 の寛大 な心

と知 恵 と によ って今 もこ うして一 緒 にい る

の です。 私 の寿 命 は延 ばさ れ ま した。17日

間 の入 院生 活 を終 え，私 は 歩 くの さえや っ

とで したが ， この上 な い幸 せ に包 まれて病

院 を後 に しま した。 これ も 多くの信 仰 の厚

い， 素 晴 ら しい方 々の祈 りの おか げで あ り，

神権 の祝 福 と力の おか げ です。

体 力が 回復 す るにつ れ， 私 の毎 日は炊事

や掃 除 ， 洗た くにお むつ替 え といった世 俗

的 な雑 事 に また追 わ れ始 め ま した。 しか し

今 まで以上 に感謝 と幸 福 感 にあ ふれ た毎 日

に な りま した。 それ に絶 え ずみ た まを求め

る こ との大切 さ， 子供 たち に福音 を心 を込

め て教 え るこ との大切 さ， また もっ と充実

した祈 りが で きる よ うに努 力す る こ との大

切 さ を理 解 す る よう にな りま した。

私 は今 ， 主 の私 に対 す る信 頼 に ふさわ し

い人生 を送 れ る よう にいつ もお祈 りしてい

ます。 どれだ け生 き られ るか はだ れ に もわ

か りませ ん。私 は 自分 の 人生 の一瞬 一瞬 に

最善 を尽 くして行 き た い といつ も思 ってい

ます。
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愛
する 兄弟姉 妹 ，私 は神 の聖 徒 に会 う

たび に，心 に喜 び を覚 え ます。

私 た ちが属 して いる この教 会 は，正 直 ，

高潔 ，高 い 道徳水 準 を・説 くな ど， 様 々 な点

で， 今世 界 中 にその 名 を知 られ る よう にな

っ てい ます。 教会 は一個 の 団体 と して， 今

の代 の標 準， 道徳 とは 異な る原 則 を唱導 し，

それ に従 って います。

私 た ち も皆 ，一 個 の教会 員 として， それ

ぞれ に独 自性 を持 ち，程 度 の差 はあ って も，

教 会 の教 え の 中の何 が しか を身 を もって 示

してい るの です。

す べ ての会 員 が教 会 の教 える生 き方 を完
おく

全 に， また 臆す る こ とな く人々 に宣 言 し，

自ら もそれ に従 って い くこ との必 要1生と重

要 性 につ い て話 したい と思 い ます。

どち らの側 に もつ こ う としな い， あ いま

い な態度 を と る人 に対 して， 黙示 録 の 中で

次の よ うな 強い警 告 が なされ て い ます。

「わ た しはあ なた のわ ざ を知 って い る。

あ なたは 冷 た く もな く， 熱 く もない。 む し

ろ，冷 た いか 熱 いか であ って ほ しい。

この よう に，熱 く もな く， 冷 た く もな く，

な まぬ るい ので， あ なた を 口か ら吐 き出 そ

う。」(黙 示3二15-16)

自分 な りに これ を話 そう と考 えて いた こ

とが あっ たの です が， 私 自身 の実 際 の体 験

を話 す よう に と勧 め られ てお りますの で，

恐 縮 なが ら少 々私事 を述べ さ せて い ただ き

たい と思 い ます。 そ の体 験 か ら私 が得 た教

訓 が， 少 しで も皆 さん の助 け になれ ば 幸 い

です。

1942年 ， あ の重 大 な戦局 の折 ，私 は ア メ

リカ空 軍 の一兵 卒 として軍務 に就 いて い ま

した。場 所 は イ リノ イ州 の チ ャ ヌー ト ・フ



イー ル ド， あ る寒 い晩， 私 は不寝 番 に立 っ

て い ました。 寒 さ と眠気 と闘 って持 ち場 を

回 りな が ら頭 の 中 で考 えた の は， そん な務

め の惨 めさ ばか りで した。 そ して朝 が 来た

時， 私 は胸 の 内 に幾 つ か 固い決 心 を して い

ま した。

当時私 は婚 約 を して い ま したが， ひ と月

に50ド ル とい う軍 隊の 給料 で は，結 婚 はで

きな い相 談 で し た。一それ で，将 校 に な らな

け れ ば と思 ったの です。 不 寝 番 の務 めが 明

け て1日 か2日 の内 に，私 は 士官 学校 へ の

入 学願 書 を提 出 し ました。 しば ら くた って

口頭試 問 の 日が来 ま した。 私 は他 の 幾人 か

と一 緒 に召喚 され ， 資格適 性 審査 を受 け る

こ とに な りま した。私 は大学 で2年 を送 っ

た後， 南 ア メ リカで伝 道 を して い ま したが，

資格 適性 審査 と言 われ て も， 取 り立 てて 挙

げ る ことの で きる もの はほ とん どあ りませ

ん で した。22歳 とい う若 さ と健康 な肉体 ，

私 にあ るの は それ く らいの もので した が，

入学 願 書 に教 会 の宣 教 師 と して の務 め を記

入 で きた のは嬉 しい こ とで した。

'い ざ試 問 とな
って，私 は 自分 に向 け られ

た様 々な質 問 に驚 き ま した。質 問 の ほ とん

どが私 の伝 道生 活 とい う点 に集 中 したの で

す。 「タバ コ は吸 わな いの か?」 「酒 は?」

「酒 や タバコ をや る他 の者 につ いて は どう

思 うか?」 これ らの質 問 に答 え るの は， 別

に どう とい う こ ともあ りませ ん で した。

「君 は祈 りをす るのか?」 「将校 も祈 るべ

き だ と思 うか?」 とい う質 問 を した審査 官

は， い か に も百 戦練磨 と いう感 じの将校 で

した。 彼は とて も， よくお祈 りを する 人 に

は 見 えませ ん で した。私 は考 えました。「自

分 が本 当 に思 って る こ とを言 った ら， 彼 の
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気 分 を 損 じ な い だ ろ う か?差 し障 りのな

い とこ ろで，祈 るか ど うかは 個 々人の 問題

であ る とい う返事 な ら どうだ ろ うか?」 私

は何 として も将校 にな りた い と思 って い ま

した。 不 審番 や炊 事 当番 な どの惨 め さ もさ

りな が ら， と にか く， 結婚 で き るだけ の経

済 的 な裏 付 けが欲 しか ったの で す。

しか し，私 はあ いま い に言 葉 を濁す こ と

は し まい と決 め， 自分 は祈 りをして る とい

うこ と， また将校 たち も過去 の偉 大 な将軍

た ち と同 じ よう に， 神 の導 き を求 め る方 が

良 い と思 う と答 えま した。 それ か ら， 将官

は 想定 で き る様 々 な事 態 に備 え，祈 る こと

も含 めて， 部下 をその 時 々に応 じた適 切 な

行動 が とれ るよ う に導 く必要 があ る とつ け

足 したの です。

そ して さ らに興 味深 い質 問 がい ろい ろ と

出て きました。「戦 時下 にお いては 道徳律 の
し かん

弛緩 もや む を得 な い と思 うが， どうか?」

ひ と りの上 級将校 が 言 いました。「通常 の状

況下 で家 庭 の 中で は許 容 され な い行動 で も，

戦 闘 とい う緊張 した状態 で は許容 され て も

い い と思 うが， そ の点 につ いて君 は ど う考

え るか?」

こ こで も， し よう と思 えば， あ いまい な
かせ

言葉 を使 って， 点数 を稼 ぎ，偏 狭 な精 神 の

持 ち主 で ない と いう こ とを示 す ことはで き

ま した。 私 は 純潔 の律 法 を人 か ら教 え られ

る と共 に， 自分 も人 に教 え，守 ってき ま し

たが， 審査 官 た ちが この標 準 に即 した生 活

を して いな い ことは よ く承 知 して い ました。

「さ あ
， 将校 になれ るか どうか， これ が最

後 の チ ャンスだ。」道徳 律 に関 して 自分 は 自

分 な りの信 念 を持 って い るが ， それ をあ え

て他 の 人 に押 し付 け よう とは思 わ ない， と
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道徳に関して

二重の標準は

あり得ないと

思います。

激凝※旋※旋激廉激凝数凝激凝

答え た として も，信 仰 に背 くこ とには な ら

ない だろ う とい う考 えがふ っ と頭 をか すめ

ま したが， そ の時， 自分 が 宣教 師 と して純

潔の律 法 を教 えた 多 くの 人々 の顔が 次 々 と
かんつう

浮か んで き ました。 聖典 が私 通 や 姦通 につ

いて ど う教 え てい るか， 私 は よ く心 得 て い

ま した。

返答 をそれ以 上延 ば す こ とはで き ませ ん

で した。そ して ，「道 徳 に関 して 二重 の標 準

はあ り得 ない と思 い ます」 と答 え たの です。

そ れか ら また，世 に宣 言 してい る信仰 に

忠実 な生活 をし よう と努 め て いるか な ど と

い う点 につ い て， 幾つ か質 問が あ った と思

い ます。私 は 自分 の答 えが 審査 官 たち の気

に染 まず， 評価 も間違 い な く低 い だろ う と

思い ま したが， そ れは それ で ど うしよ う も

ない とあ き らめる こ とに しま した。数 日後 ，

結果 の発表 が あ り， それ を見 た私 はび っ く

りして しまい ま した。私 の 名前 の横 に は，

なん と`～評 点95"と 書 かれ て いたの で す。

私 は士 官候補 生 の 中の上 位 グル ープ に 入れ

られ， 入学 に先 立 って伍 長 に昇進 す る こ と

にな りました。卒 業 時 には 少尉 に任 ぜ られ，
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結 婚 もして， 今 まで 幸せ な生 活 を続 け て き

て います。

この 口頭試 問 は私 に と って， 人生 の最 も

重 大 な岐 路 に立 た され た時 で した。信 仰 を

貫 き， 自己 の本 当の 姿 を見つ め， 皆 さ ん と

同 じ よう に， 自分 自身 の立場 を 明 らか に し

なけ れ ばな ら ない こ とが， これ まで何 度 も

あ りま した が， ま さ しくそ の よう な時 だ っ

たの で す。 この よ うな経 験が す べて望 ま し

い結 果 で終 わ ったわ け では あ りませ ん。 し

か し こう した体験 は， いつ も私 の信仰 を強

め， た とえ予 期 せぬ 結果 が現 わ れた にして

も， それ に適 応 して い く力 を与 えて くれ ま

した。

私 は この 口頭試 問 を初 め， 様 々 な経験 か

ら， た とえ相 手 が 自分 の信 仰 を受 け 入れ て

くれ ず， 冷 淡 な態 度 を示 す よう であ っ て も，

自分 の信 念 をは っ き りと宣 言 す るな ら， 彼

ら も私 たち に敬意 を払 って くれ る こ とを学

び ま した。

傍観 者 的 な態度 を とる人が い ます。 真理

への確 信 は あ るので すが， 社 会， 家族 ， ま

た経 済的 ，政 治 的な事 柄 への 配慮 が先 に立

って しまっ て，真 理 に 固 くつ け ない で いる

ので す。 フ ェ ス トか ら 「博 学 が お前 を狂 わ

せ て い る」(使 徒26：24)と 非 難 され た時 ，

パ ウロ とア グ リ ッパ の間 に次 の よ うなや り

と りが なされ ました。

「『王 はこれ らの こと をよく知 って お られ

るの で， 王 に対 して も，率 直 に 申 しあ げて

い るので す。 それ は 片す みで行 われ たの で

は ないの で すか ら，一 つ として， 王 が見逃

され た こ とはな い と信 じます。

ア グ リッパ 王 よ， あ なたは預 言 者 を信 じ

ます か。信 じて お られ ると思 い ます』。



ア グ リッパ がパ ウ ロ に(聖 典 の 中 で最 も

蒜 しむ べ き言葉 を)語 った。『お まえ は もう

少 しで わ た しを ク リスチ ャンに しよ う とし

て い る』。」(欽 定訳 使徒26：26-28)

「も う少 しで」 「大体 ， ほ とん ど」。 こう

した言 葉 は何 と悲 しい響 き を持 って い るこ

とで し ょう。善 良 な教 会 員 のほ とん どは知

恵の 言葉 を守 り， 神権 会 や聖 餐会 に出席 し，

家庭 の夕 べ を開 いて い ます。 什分 の一 も，

完 全 にで は な く， 大体 納 め てい る人 が い ま

す。

信仰 は持 って い る ものの， 社会 的 な圧 迫

の故 に 自分 が 信 者 で あ る こ と を 人 々 に知

られ るの を恐 れ る とい う人 は，救 い主 の時

代 か ら存 在 して き ま した。 ヨハ ネ は社会 的

な対 面 を恐 れ た役 人た ち につ いて こ う書 い

て い ます。

「しか し
， 役 人 た ちの 中に も， イエ ス を

信 じた者 が 多か ったが， パ リサ イ人 をは ば

か って， 告 白は しなか った。 会 堂 か ら追 い

出 され るの を恐 れ て いたの で あ る。

彼 らは神 の ほ まれ よ り も， 人の ほ まれ を

好 ん だか らで あ る。」(ヨ ハネ12：42-43)

パ ウロが コ リン ト人 に宛 て た手紙 には こ

うあ ります。

「だか ら愛 す る兄弟 た ち よ。 堅 く立 って

動 か され ず， いつ も全 力 を注 いで 主 のわ ざ

に励 み なさ い。 主 にあ っては， あな たが た

の労苦 が むだ に な るこ とは ない と， あな た

が た は知 って い るか らで あ る。」(1コ リ ン

ト15：58)

何 カ 月か前 ，私 は 妻 と一 緒 に， ノ ッチ ン

ガム ・イ ングラ ン ドス テー キ部 の リチ ャー

ド・リチ ャー ドソ ン監 督 の奥 さ ん， フ ェイ ・

リチ ャー ドソ ン姉 妹 の証 を聞 く機 会 に 恵 ま

聖徒 の道/1982年Il月 号

れ ま した。 リチ ャー ドソ ン姉 妹 の許 しを得

て お ります の で， その 時の話 を少 し引用 さ

せ て いた だき たい と思 い ます。

「大分 昔 の こ とです が
，学 校 で宗教 に関

す る授 業 の時 ，私 は 自分 の証 は は っき り表

明 しな くては な らな い という こ とを学び ま

した。14歳 の 時で した。 教 師 は生徒 全員 に

どの教 会 の会 員か を尋 ね た後 で， こ う質 問

しました。『皆 さん の 中で，神 の存在 を信 じ

て い る人は どの く らいい ます か?』

私 は体 が熱 くな り， 顔が 赤 く なるの を覚

え，心 の 中で つ ぶや き ました 。 『ど う した

の!今 こ そ 自分 が 信 じ て る こ とを証 しな

くちゃな ら ない時 な の に。」私 は直観 的 に思

い ま した。 皆 人 間の学 問 に染め られ過 ぎて，

神 を信 じて い るよ うな 人はひ と りもいな い

し， 手 を挙 げ る人 もい ない と。 で も，私 は

静 か に手 を挙 げ ま した。 そ して おず おず と

し た様 子 で， クラ ス中 の視 線 を一 身 に浴び

なが ら， こう言 ったの です。『私 は，神 は実

在す るので は ないか と思 ってい ます。』

なぜ あん な こ とを言 った のか と，私 は ひ

どく後悔 しま した。 は っ き りと証 す る こと

もで きたは ず なの に， あ いま いな こ とを言

って しま った ので す。私 はそれ か ら という

もの， あ の時 の クラ スで堂 々 と立 ち上 が り，

神 が生 き た もう と強 い証 をす る 自分 の姿 を

よ く夢 見 ま した。 もう一度 あ の時 の状況 が

再 現 され， 神 に対 す る心 か らの 愛 を話す こ

とが で きた ら と，何 度 思 った・か知 れ ませ ん。

しか し幸 い に，私 は その 時の 出来事 か ら教

訓 を得 ，福 音 に関 す る話 し合 いの場 で， あ

い まい な言動 を す るこ とは以来 一度 もあ り

ませ んで した。」 戸

リチ ャー ドソン姉妹 は さ ら、に こう続 け ま
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した。「あ る時，ノ ッチ ンガム の公立 図書 館

の一室 で， 『モ ル モ ンに関 す る事 実 と幻 想』

という映画 が上 映 され る こ とにな りまし た。

夫 は職 場か らま っす ぐに図 書館 に向か い ま

した。 私 もどう して もそ の映画 を見た い と

思 い，3人 の子 供 を連 れ てバ スで行 きま し

た。

上 映予定 の30分 ほ ど前 にな って， あ る 人

か ら，『どな たか町 に出て，ごの映 画の 宣伝"

用 のパ ンフ レ ッ トを配 ってい た だけ ませ ん

か』 との呼 び か けが あ った時， 私 は それ こ

そ 自分 のなす べ き仕 事 で あ る と思 い ま した。

その時，心 の 中 に，『で も， 本 当 は行 きた く

ないん で しょう?見 ず知 らず の人 に話 し

か ける なんて ， でき っ こな いわ』 とい う声

が あ ったので す が，私 は 『その通 り， 本 当

は そ うなの， で も私 はや るわ!』 と 自分 に

言 い聞 かせ ま した。

心 の 中で言 い争 うふた つの 声 を聞 きな が

ら， 私 は立 ち上 が りま した。 そ して視 線 を

下 に向 け ると， そ こには， ま じま じと私 を

見 つめ る，か け が えの ない3人 の子供 の 目

があ りました。 『も しここで，信仰 を行 な い

で示 さなか った と した ら， 私 は子 供 た ちに

と って どん な母 親 になってしまうだ ろう か』

と考 えま した。私 たち は 多くの 時間 を使 っ

て子供 に福音 を教 えて き ました。 そ して ，

も し教 えた こ とを 自 ら実 践 しな い と した ら，

自分で それ を打 ち崩 して しま うこ とに なる

のです。 私 の なすべ き こ とは決 ま って いま

した。

私 たち はパ ンフ レ ッ トを受 け取 り， 小 さ

な長女 にサ ン ドイ ッチ マ ンがつ け るよ うな

広 告板 を体 の前 と後 につ り下 げ させ てか ら，

一 緒 に町 に出て行 き ました。 パ ンフ レッ ト
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数旋激廉撒派激辰※辰激凝撒尿

たとえ相手が自分の信仰を

受け入れてくれなくても，

自分の信念を

はっきりと宣言するなら，

彼らも私たちに

敬意を払ってくれることを

学びました。

※廉激廉※辰激辰※派※派撒辰

を配 って も， 果 た して 映画 を見 に来て くれ

る人が い るか どうかは わか りませ んで した。

で も， 自分 た ちの責 任 を果 た す と共 に， 伝

道 が， 時 々家庭 の夕べ で話 し合 うだ け にと

どま る もので は ない こ とを教 え る機 会 に恵

まれ たの は とて も幸せ で した。ゴ

聖 徒 は什 分 の一 や捧 げ物 を納 め る こ とに

よって も， 自分 の信 仰 を 明 らか に し， さ ら

には祝福 を受 け る ことが で きます。 また，

お 金や 物 の管理 法 を覚 え， 納 め た残 りの分

をよ り賢 明 に用 いる こ とがで き るよ う にな

ります。 そ して信仰 が 強 め られて い くの で

す。

ま だ若 い時 分， 監督 に召 され た時 の こ と

です。 私 は最 初 にワ ー・ド部 会 員 の什分 の一

の 記録 簿 を見 て非 常 に驚 き ま した。 私 は そ

のワ ー ド部 の 中 で育 ち， 多 くの会 員 か ら福

音 を学 び， す べ ての 人 を友 と してい たの で

す。 ず っ と教 え て くれ た 彼 らは， 私 に とっ

ては英 雄 で した。 私 は彼 ら を愛 し， 彼 ら も



私 を愛 して くれ てい ま した。 で すか ら， 断

食 日に皆 の前 に立 って，神 と地上 におけ る

その み業 に対 して不動 の信 仰 を述 べ た人 が，

什分 の一 と なる とそ れ を ぐらつか せ て しま

って いる状 態 を知 った時 は大 変 な シ ョック

で した。

罪の 中へ 逆戻 りし， つ まず く人が大 勢 い

ますが ，私 は福 音 の 中 には2度 目の チ ャン

スがあ る と信 じて い ます。 福音 の 中 の2度

目のチ ャンス とは， 救 い主 を知 らな い と言

った時 のペ テ ロの よ う に， ひ とた び 自分 の

弱 さ に気が つ けば， 後 は 二一 フ ァイ 第三書

に 「信仰 堅 固 で少 しも動 かず， 喜 ん で全 く

熱心 に主の 命令 を守 った か ら決 して教会 を

去 らな か った」「III二一 フ ァイ6：14)と 書

かれ て い る レーマ ン人の よ うにな れ る とい

うこ とです。

自分 の本 当 の姿 と いう もの は， 幾 ら隠 そ

うと して も， 隠 し切 れ る もので は あ りませ

ん。 内 面か らに じみ 出て くるの で すか ら，

す ぐ に見抜 かれ て し まい ます。 欺 こ う とし

て も， 自分 を欺 くだけ の こ とで す。 私 た ち

は， 実 は何 も着 て いな いの に， 美 し い衣 服

で盛 装 して い る と思 い込 まされ た， あ のお

とぎ話 の王様 の よ うな もの です。

信 仰堅 固 で少 しも動 じるこ との ない 人は，

その 内 に， 目には見 え な い大 きな 力を秘 め

て いま すが， さ らにヲ 強 い霊 的 な 力を豊 か

に与 え られ てい く こ とで し ょう。

最 後 に， 私 た ちが 携 わ ってい る， この神

聖 な 業が 真実 の もの で あ るこ とに関 して ，

私 の心 か らの確 信 を申 し上 げた い と思 いま
かしら

す。 こ の教 会 を導 か れ る，頭 な る御 方 は，

私 た ちの主 ， 救 い主 ， イエ ス ・キ リス トで

す。 主 は この み業 をスペ ンサ ー ・'W・ キ ン

聖徒 の道/1982年H月 号

ボ ール 大管 長 を通 して 導 いて お られ ます。

キ ン ボー ル大管 長 は，今 地上 におけ る神・の

王 国の もろ もろの働 きを指 導 して います。

;の 教会 は主 の教 会 であ り， 主の み業 と

栄光 は ，主御 自身 の導 きの下 に， この世 界

の多 くの 国々 に広 が りつつ あ ります。

この神 聖 な働 き が神 の命 に よる もので あ

る こ とを， イ エス ・キ リス トの み名 に よっ

て証 しま す。 アー メ ン。

(1979年8月25日 ， カナ ダ地 域大 会 にお け

る説 教)

話し合いのために

個 人 ま たは家 族 で この説教 を読 ん でか ら，

福 音 の学 習 の時 間 に，以 下 の事柄 について

家族 と話 し合 う とよい。

1.

2.

3.

、4.

この説教 の 中 では， 中途 半端 な信仰 の

人 々 に対 す る主 の警 告 が取 り上 げ られ

て い るが，証 を強 める ため には どの よ

うな こ とを行 なえ ばよ いだ ろ うか。

こ の説教 の 中 では， 信仰 の試 金石 の例

として， 知 恵の 言葉 や純 潔 の律法 に対

す る従順 が 説か れて い る。 では， 同 じ

よ う に私 た ちの信 仰 の試 金石 となる教

え には どの よ うな ものが あ るだ ろうか。

成功 した り， 幸 せ にな った りす るため

に は， 世 の 人が して い る ことを しなけ

れ ばな らな いの だ ろうか。

主 の教 え に対 す る忠 実 さの ゆえ に， 人

か ら遠 避 け られ た場合 ， どの よ うに対

処 す べ きだ ろ うか。真 理 に忠実 な者 に

与 え られ る主 の報 い は どの よう な もの

か。
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最後の転任

ポール ・ジェームズ・トスカー ノ

伝驚灘灘灘藷奮
う。転 任 が ある のは わか って いま した。伝

道 部長 自身が 宣教 師 の配 置転 換 を それ とな

くほ のめ か して いた ので す。 それで私 は，

伝 道生 活最 後 の6カ 月 は， お そ らく巡 回宣

教 師 として の任務 が 与 え られ るので は ない

か と想 像 してい ま した。1そう なっ た時 の こ

と を考 える と心 が浮 き浮 き し ま した。

転任 通知 が 届 くや， 私 は封 を切 るの も，も

どか しく， 中の通 知 書 を取 り出 しま した。

新 しい 責任 に関 す る詳細 な指 示 を探 して，

それ に ざっ と 目を通 した私 は， が っ く りし

鑑.
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て し まい ま した。 私 が期 待 して い た召 しで

は なか った ので す。

私 は ま った く平 常 心 を無 くし， 腹の 底 に

は， 何 かわ け のわ か らな い痛 みの よ うな も

の が起 き てき ま した。 注意 深 く， もう一度

その通知 書 を読 み 直 して み ま した。 しか し，

書 い てあ る こ とは同 じで し た。 私 の伝 道 は，

北 イタ リアの テ ィ レニア海 に面 した ジェノ

バ の町 で， 先 輩宣教 師 として幕 を閉 じ るこ

と にな ったの で す。 書 いて あ ったの は それ

だけ で した。

同僚 に 自分 の ひ どい落 胆 を悟 られ ま い と

一 生 懸命装 った つ も りで したが
， 彼 は私 に

何 か 普通 で ない こ とが起 こった と感 じた よ

うで した。

玉 石 を敷 き詰 め た春 の 日の フロ ー レン ス

の通 りは，雲 間 か ら もれ る午後 の陽 光 で照

り映 え， ひ しめき合 う赤 茶 け た建 物 の あ ち

こちの 窓 には， 色 と り どりの花 を植 えた陶

製 の鉢 が見 えま した。

何 も言わ ず に青 空市場 の 方へ 向 か って歩

く私 と同僚 の靴 音 が， そ の細 い路地 にコ ツ

コツ と響 いて い ま した。 市 場 は新鮮 な野菜

や熟 した果 物 を大事 そ うに抱 え る主婦 た ち

で あ ふれ， チー ズや ソー セー ジの鼻 をつ く

強 い臭 い でむ んむ ん して い ま した。糸 ， リ
どん す

ボ ン，色鮮 や かな織 物，亜 麻布 ，椴 子，羊毛

地 の キル ト， レース， 強 烈 な臭 いの皮 製 品，

木 製 の イ コン， タペ ス トリー，絵， 大理石

の彫刻 ， べ ニ ス製 の見事 な ガラ ス器 な ど，

あ り とあ らゆ る物 が 屋 台店一 杯， 所狭 しと

並 べ られ ，大 きな声 で値切 り交渉 をする買

物 客 や売 り物 の 間 をせ わ しげ に動 き回る売

手 のざ わ めきで 活気 が 充満 して い ま した。

私 た ちは 人 ご み を 避 け て， ア ル ノ 川 と い

う， 泥 水 の流れ る 川 に架 け られ た古 い橋 の

近 くを歩 き ま した。 そこ で私 は，期待 して

いた責 任 が与 え られ な くて非常 に落 胆 した

こ と， 先輩 宣教 師， 監 督長 老 として最 善 を

尽 くして き たこ と，時 には， これ 以上 は耐

え られ な い とい う とこ ろま で，歴 史 や記 録

の係 として伝 道本 部 で報 い のな い仕事 に 多

くの時 間 を過 ごして き たこ と， また， 良い

宣 教 師 とな るた め に どれ だ け頑張 ったか，

伝 道 生活 最後 の数 カ月 を巡 回宣教 師 では な

く， 先輩 宣教 師 として終 える こ とにな って，

どれ ほ どが っか りして い るか を同僚 に話 し

ま した。

私 の話 が終 わ って， ふた りは歩み を止 め

ま した が， 同僚 が 口 を切 って言 ったの は，

「大切 な のは ど うい う責 任 か では な くて，

どう責任 を果 たす かで しょ う」 とい う，絶

対 に聞 き た くな い と思 ってい た言葉 ， そし

て ，何 度 も自分 に言 い聞 かせ てい た言葉 で

した。

私 は今 に も泣 き出 さん ばか りで した。 同
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僚 が言 った こ とは私 に もわか って いま した

し，教会 員 と しての生 活 の 中で何 度 も聞 か

され，心 か ら信 じて き た ことで もあ りま し

た。 それ なの に， 巡 回宣 教師 にな りた い と

い う思 いか ら ま だ逃 れ ら れ な い で い た の

です。 自分 の心 の奥 深 く に手 を伸 ば し， そ

の思 いを根 こ そぎ に した い と何度 思 ったか

知 れ ませ ん。 で も， ど う して もで きな か っ

たの です。 そ んな気 持 ち を心 の中 か ら追 い

出 した い と祈 り， あ るい は， そん な気持 ち

は初 めか らな か ったの だ と 自分 に言 い聞か

せ， そ の気 持 ち と戦 い もし ました。 しか し，

それ を追 い出 す こ ともで き ませ ん で した し，

自分 を偽 る こ ともで きませ ん で した。 現実

を直視 しな けれ ばな らな か ったの で す。 し

て きた こ と自体 に間違 い は あ りませ んで し

た が，動機 が誤 って いた ので す。

かつ て経験 した ことの な い深 い失意 を味

わ った時 ， 自分が 何 の価値 もな い， 見下 げ

果 てた 人間 の よう に思 え，不純 な動 機 と思

いが心 の中 に巣 食 って いく よう にな りま し

た。 自分 の 人生 は偽 りだ っ たの では な いか

と思 え，生 きて い るのが い や にな りま した。

今 に して思 えば，私 は あ の時， 神 に助 け

を求 め， 思 いの たけ を尽 くして祈 って いた

のです。 どう して私 は与 え られ て いる もの

に満足 で きな いので しょ うか?指 導者 に

な りたい とい う気持 ちが こん なに も強 いの

はなぜ なので しょ うか?何 ひ とつ 間違 い

のな か った伝 道生 活 を， なぜ こん なこ とで

台無 しに しなければ ならないのでしょうか?

自分 が本 当 に求 めて いた の は何 だ ったの で

しょうか?喜 び を感 ず る ため には どう し

た らよ いの で し ょうか?主 よ私 の どこが ・

悪 か っ たの で し ょうか?何 が 必要 な ので

しょ うか?何 を しな けれ ば な らない ので

しょ うか?ど こ に安 らぎ が ある ので しょ

うか?

何 もか もが最 悪 の状 態 に見 え， も うこれ

以上 ， この苦 しみ に耐 え るこ とは で きな い

と思 った時， 不 意 に心 に強 くささ や きか け

て くる もの が あ りま した。 闇 の中 に突 然光

が現 わ れ たよ うで した。

自分 の もの では な い，何 か は るか に高貴

な存 在 が語 りかけ て くる よ うな感 じで した6

「あ なたが 本 当 に必要 として い るの は
， 自

分 が キ リス トの意 にか な う もので あ る とい

う示 しで す。 教 会 の召 しが その示 しとな る

こ とはあ りませ ん。 真 の示 しは聖霊 に よる

もので す。」

少 しの 間，私 は この世 の救 い主 の 名前 以

外，何 も思 うこ とが で きませ ん で した。頭

の中 にあ るの は，救 い主 の名 前 だけ で した。

そ して， 言 うに言 われ ぬ喜 び と安 らぎが心

を満 た したの です。

理 解 の 目が 開か れ て いき ま した。私 が他
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の何 に も増 して必要 と してい たの は， 自分

は価 値 あ る存在 で あ り，救 い 主 に受 け入れ

られ， 主 の愛 と信頼 を受 けて い る とい う気

持 ち だ ったの です。 私 は， 自分 が価 値 あ る

存 在 であ り，伝 道 部長 ，教 会 ， そ して特 に

主 の意 にか なう者 で あ る とい う示 しを，教

会 の 召 しの 中に求 め て い ました。 私 は大切

な原 則 を忘 れ て いた の です。 主 に受 け入 れ

られ た こ との示 し と して与 え られ るの は，

指 導 的 な責 任 で は な く，聖 霊 ， す なわ ち，

みた ま の力， 実， 賜 な ので す。

フロ ー レ シスの あの古 い橋 の上 で，理 解

の 目を 開か れ なか った とした ら，私 は教 会

で よ り高 い召 しを追 い求 め，失 意 と悲 しみ

をさ らに深 くして い った に違 いあ りません。

お か しな言 い方 か も知 れ ませ んが ，本 当 に

必要 で な い もの を，十 分 に得 る こ とは絶対

にで きませ ん。 なぜ な ら， 必要 が な い もの

で満 足 す る こ とは絶対 にで きな いか らで す。

代 用物 か ら本物 の もた らす満 足感 を得 るこ

とは で きな いの です。

，私 は，教 会 の召 しを， み た ま， 愛 ， イエ

ス ・キ リス トに受 け 入れ られて い る とい う

気 持 ち の代用 物 に しよ う と思 って いた ので

す。 しか し， こめ最 後 の転任 以 来， い か な

る教 会 の責任 ， こ の世 的 な力， 学 問上 の誉

れ， 富， 名 声， ス ポー ツ の記録 も， キ リス

トと， キ リス トに受 け 入れ られて い る とい

う確 信 に代 え る こ とは で きな い と思 う よう

にな りま した。 この確信 は他 の何 よ りも心

に慰 めを与 え て くれ ます。

主 は私 たち か ら希 望 ，夢 ，命 ，愛 す る者

を取 り去 り， 時間 ，才 能， 富， 心， 勢 力，

思 い， 体 力 を尽 くす よ うに求 め るこ とが あ

るか も知 れ ませ ん。 しか し， それ は主 がそ

れ らの もの を欲 し， 必要 として いるか ら と

言 うわ けで はあ りません。 私 た ちが それ ら

の もの を主以 上 の もの と考 えた り，真 の神

の代 わ りに， 口の利 け ない偶像 ， 偽 りの神

神 と して礼拝 した りしない よ うにす るた め

な ので す。

ほか の こ とは と もか くと して， 私 には た

う たひ とつ確 信 で き るこ とが あ ります。私

は他 の どの よう な感 覚 よ りも確 か な聖 霊 の

力 に よっ て，十 字架 につ け られ た ナザ レの

イエ スが死 か らよみ が えられ た ことを知 っ

て い ます。 主 は再 び地 上 に来 られ ます。 そ

の 時，「ラ ッパ が響 いて，死 人 は朽 ちな い者

に よみが え らされ 」(1コ リン ト15：52)主

を愛 し， そ の現 われ を待 ち望 む 人々は栄 光

の雲 の 中に主 の姿 を見， 勝利 の 内 に空 中高

く上 げ られ， 主 に まみ える ので す。

その 日私 た ちは皆 ，今 は理 解 で きない方

法 によ って ，何 を もって して も， イエス ・

キ リス ト， す なわ ち主 に取 って代 える こと

は でき な いこ と を理 解 す るのぞ す。
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私
は東 コロ ンビア にあ る小 さ な町 の 出

一

身 です。 私 は そこで教 会 につ いて学

び， バプ テ スマ を受 け ました。 また伝 道 に

出 たい と思 うよ うに もな りま した。 家族 の

中 でこの福 音 を受 け入 れ たの は， 私 ひ と り

だけで した。

私 は宣教 師 の手伝 い をする た めに， また

同 時 に伝 道 の経験 を積 むため に，ほ とんど毎

晩宣教 師 と 出歩 い た もので した。 彼 らか ら

どこへ伝 道 に召 され た いか 尋ね られ た 時 の

私 の答 え はこ うで した 。「ベ ネ ズエ ラ以 外 な

らど こだって いい んで す。」それ とい うの も，

その頃 は私 た ちの 国 とベ ネ ズエ ラの間 に 緊

張 が高 まって い たので ，私 は ベ ネ ズエラ の

人 々 に対 して は，愛 も理 解 も持 ち合 わ せ て

いな か ったの です。

ベネズエラ以外なら

〆

マ リオ・G・エチェベ リー

騨騒

霧



時 が過 ぎ去 り， 私 は伝 道部 長 の面接 を受

け るこ と にな りま した。 そ の中 で彼 は ひ と

つ の質問 を し ま した。「兄 弟，あ な たは主 が

召 され る所 な ら どこへ で も行 って下 さ い ま

す か。」

私 は即 座 に 「もち ろん です。 伝道 部長 」

と答 え ました。

す る と彼 は 身 を乗 り出 し，私 の 目を見つ

めて言 いま した。「もし主 があ なた を ベ ネズ

エラ ヘ召 され た と して もです か。」私 は その

時 伝道 部長 が私 の気持 ちを知 ってい た こ と

に気 づ き ました。 一呼 吸 して，何 とか 「主

が召 され る のな ら行 き ます」 と口で は言 え

ま した が，心 の 中 には， 依 然 と して ベ ネ ズ

エ ラの 人 々 に対 す るわ だか ま りが残 ってい

ま した。

つ いに 白い汰 き な封 筒 に入 った伝 道 の召

しを，郵 便 配達 が運 ん で来 る 日が や って き

ま した。 中 を開い てみ る と，私 は やは りベ

ネズ エラ伝 道部 へ 召 され てい ま した。 そ の
や

夜 私 はひ ざ まず き， ベ ネズエ ラヘ遣 らな い

でほ し い と主 にお折 りしま した。 しば らく

の 間 主 に事 情 を お話 し た 後， 私 はあ なた

の助 けが 必要 な ので す と訴 えた ので す。私

は立 ち上 が って電 気 をつ け， 教義 と聖 約 の

ペー ジをめ く り始 めま した。 私 の手 は53章

で止 ま りま した。 そ こには主 か らの答 えが

あ った ので す。
なんじ しか

「見 よ
， …… われ 汝 の祈 りを聞 け り。 而

つ

して 汝 は …… 汝 の 召 …… に就 き て ， 主 な

る汝の神 に よ りて知 らん こ とを求 め た り。

汝， 長 老 とな るわ が聖 任 を引 き受 け てわが ・

言 に従 い， 信仰 と悔 改 め と罪 の赦 しと また
と

按 手 に よ りて聖 霊 を受 くる こ.とを説 くべ し。
おい

また汝 は …… 監督 の任 命 す る地 に於 て この
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教 会 の代 理 人 と なるべ し。 重 ね て言 う，わ

が願 うは終 りまで 忍 ぶ者 のみ救 わる るを汝

の知 らん こ とな り。」(教 義 と聖約53：1，

3-4，7)

本 を閉 じて もう一度 ひざ まず くと， 謙遜

な気持 ちが わき 起 こ ってき ま した。 涙が ほ

お を伝 い，私 は 主 のみ こ ころ に異議 を唱 え

た こ とにつ いて赦 し を請 いま した。

ワ イ シャツ と ネク タイ に身 をつ つん だ私

は， ベ ネ ズエ ラヘ行 く覚 悟 を す っか り決 め

て い ま した。 私 は救 いを必 要 と して いる大

勢 の 人々 に会 い ま した。 今 度 は， 彼 らの味

方 として，この世 の悪 と戦 わね ば な りません

で した。 そ して私 は， ベ ネ ズエ ラの 人々 を

全 霊 を尽 くして愛 す る よ うにな りました。

彼 らの 中に は き ょう神 殿 に入 った人 もいれ

ば，教 会 の指 導者 とな って い る人 もい ます。

宣教 師 にな って い る人 さ えい ます。

私 はベ ネズ エラ の人 々か ら計 り知 れ ない

愛 を受 け， ま た心 を満 たす ことが で きま し

た。 そ して なぜ 私 が この主 の ぶ どう園 の一

部 に遣 わ され たか が だん だん わか って き た

の で す。 伝 道 の召 しを解任 され た後 間 もな

く，一 番大 きな祝福 がや って き ま した。 私

の母 がバ プ テス マの水 に入 るの を見 る こと

が で きた ので す。 私 は人 々 を主 の王 国 に導

く者 に主 が約 束 され た喜 び を知 りました。

また 主 の導 き によって，伝 道 は イエ ス ・キ リ

ス トの み業 であ る こ とがわ か りま した。福

音 の訪 れ を待 って い る何 百 万 人 もの人 々に

回復 の メ ッセ ー ジを伝 え るの は，私 た ち に

課せ られ た責 任 で す。 そ して この責 任 を果

た す一 番良 い方 法 は， フ ルタ イム の宣教 師

と して 主が私 た ちを ど こへ 召 され よ うと雄

雄 しくそ の召 しに応 え るこ とだ と思 います。
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今 日という日
七十人第一定員会会員 デレク・A・カスバート

漕 畿
我

が家 の娘 ヘ イゼ ルの 部 屋 には1枚 の

ポ スタ ーが 張 って あ ります。 そ こに

は 「今 日とい う 日は， 残 された 人生 の 第1

日」 とい う簡単 か つ重要 な メッセ ー ジが 書

か れ てい ます。 当た り前の こ と に も思 え ま

すが， 福音 に 照 らして考 えて み る と， 奥 深

い 内容 を持 ってい るの がわ か るで し ょう。

今 日という 日は私 た ちの 生 活の過 去 と未

来の重 大 な分岐 点 です。 も し過 去 の生 活 が

主 の み こころ と一致 した もの で なか った と

して も， 罪を悔 い 改め， 今 は新 た な 人間 と

な ってい るな ら，主 は私 た ち の過去 の 行 な

いを 記憶 にと どめ る ことは な いで し ょう。

反 対 に， 過去 にい く ら神 権 者 と して の働 き，

情 け深 い行 な い， 伝 道 な どを して いた と し

て も，今 主 に忠実 で なけ れ ば， それ らは何

の益 に もな りませ ん。

私た ちが実 際 に どち らの側 に付 くか は，

思 い， 言葉， 行 ない， 志 に おい て， 自分 自

身 を今 どの よ うに保 って い るか に よ って決

まるの です。 主 は古代 と末 日の予 言 者 の双

方 に， この 点を絶 えず強 調 され ま した。 主

は エゼ ギエ ル を通 して こう宣 言 され ま した。

「義 人の義 は
， 彼が 罪 を犯 す 時 には ， 彼を

救 わな い。… …

悪 人が その 悪 を離れ て， 公 道 と正義 とを

行 な うな らば，彼 は こ れ に よ って 生 きる。」

(エゼ キエ ル33：12，19)さ ら に時代 を下

る と，予 言 者 ジ ョセフ ・ス ミスを通 して次

の よ うな約 束が 与 え られ てい ます。 「見よ，

お よ そすで に その 罪を悔 い改 めた る者 は赦

さ れ，主 なるわ れ もは や これ を忘 るべ し。」

(教 義 と聖 約58：42)

悔 い 改め， 変 化， 霊 的 な 目覚 めが今 こ そ

必要 な のです。 作為 ， 不作 為 の別 は問 わ ず，

私 たち は皆 罪 を犯 して い るので は ない でし

ょうか。 皆 天父 の大 き な期待 に応 え られ な

い でい る有様 な ので は な いで し ょうか。 主

が過去 の行 ない を忘 れ て下 さ り， 新 しく出

直 しがで き る とい うこ とは， 何 と素 晴 ら し

い特権 で は ない で し ょうか。 使徒 パ ウ ロは

エ ペ ソの聖 徒 た ちに勧 告 して 次 の よう に言

って いま す。「情欲 に迷 って滅 び行 く古 き 人

を脱 ぎ捨 て，

心の 深 み まで新 た にさ れて，

真の 義 と聖 と をそ なえ た神 にか た ど って

造 られ た新 しき 人を着 る べ きで ある。」

(エペ ソ4=22-24)

私 は1975年 に伝 道部 長 の責 任 を与 え られ

るまで， イギ リスの実 業 界で 多忙 な毎 日を

送 って い ま した。 私 の執 務 室 は140ヘ ク タ

ー ル以上 の 大工 場の 門を見 下 ろす位 置 にあ
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今 日 と い う 日

り ました。 石 油や セ ルロー スな どの 原料 が

貨 車 や トラ ック な どで 次か ら次へ と大 工場

に運 ばれ て くる とこ ろ， また， それ か ら し

ば ら くして， 美 しい織 物 や有 益 なプ ラ スチ

ッ ク製 品な どが， 倉 庫， 商店 ， 家庭 へ と運

び 出され て い く光 景 を よ く 目に し ま した。

変化 とい う奇 跡 が起 こ り， 原材 料が 美 しい

製 品 に姿 を変 えたの で した。

私た ち も皆 この変 化 を体 験 しな けれ ば な

りませ ん。 貴 い原材 料 はす で に与 え られ て

い る のです。 もの を考 え る力， 気概 ， 行動

力 ，才 能， 空 間， 時間 な どは， す べ て私 た
ゆだ

ちの 管理 に委 ね られて い ます。 慈 悲 深い 天

父が これ らの ものを私 た ち に与 えて下 さい

ま したが， それ は私 たち が土 の 中 に埋め る

ため で はあ りませ ん。 さ ら に磨 き，5倍 ，

10倍 とす るため なの です。 私 た ちの 生 活の

中か ら一 体何 が 生 まれて くるの で し ょうか。

こ れ まで の私 たち の変化 の過 程 は， 果 た し

て 十分 な もの だっ たで し ょうか。 時間 とエ

ネ ル ギー を もっ と節 約 し， 才能 ，英 知， 行

動 力 をさ らに実 りのあ る方 法で 用 い， 今，

こ の過 程 を よ り能率 の高 い効 果的 な もの に

しよ うで はあ りませ ん か。

ナ イア ガ ラの滝 を何 度か 見 た こ とが あ り

ます が， その たび に驚 か され るの は，1分

間 に130ト ン以上 の水 を約60メ ー トル も落
ばく ふ

下 させ るこ の爆布 が持 つ まだ 未 利用 の大 変

な潜 在エ ネ ルギ ーで す。 これ が 利用 され る

よ うに なる と，500万 馬 力 の エ ネ ルギ ーが

得 られ， 豊 富 な電 力 を 人々 に供 給 でき るの

で す。私 たち も皆， 人 々 に祝 福 を もた ら し，

啓 発 し， 自 らも進歩 成長 して才 能 を伸 ば し，

生 活 を素 晴 らしい もの とす る 同様 の 力を持

ってい ます。 では， それ を実 現 す るた めの

かくせい

鍵 は何で し ょうか。 霊 的 な覚醒 ，変 化， 改

善 ， 障害 の 克服， 新 規巻 き直 し， 歩 みを速

め る こと，今 日を きの う よ り も良 い一 日に

す る こ と， これ らが鍵 で す。 これ らは どれ

を とって も， 永遠 の進 歩 に 欠かす ことので

き な い もの で す。 に もか かわ らず，私 た ち

の 多くは， 霊 的成 長， ク リスチ ャ ンにふ さ

わ しい特 質を 身 につ け るな どの 点 になる と，

幾 分 反応 が鈍 くな った り， 目が覚 め切 れ な

い よう な ところ があ る ので す。 何か ひ とつ

の徳 を 身につ け よ う とい う 目標 を 設定 した

時 で も， それ を達 成す る ため の時 間は幾 ら

で もあ る とい う風 に考 えて しま うので す。

緊張 感，今 それ をす る のだ と いう気持 ち，

今 日とい う時 を大切 にす る心 が， もっ と求

め られ て いる ので す。 スコ ッ トラ ン ドで伝

道 の責 任 に就 いて い た時 は特 に そ うで した

が ，私 は何 年 もの間， 人々 にひ とつ の質 問

を繰 り返 して き ま した。「も し今 日まで しか

生 きられ な い とした ら， どん なこ とを しま

すか 。」 求 道 者 か古 くか らの会 員か，また

老 若 の違 い な どを超 え て，私 たち はこ の質

問 につ いて考 えなけ れ ば な りませ ん。 そう

す る と次 の よ うな疑 問 が湧 いて くるで し ょ

う。「私 が本 当 に しなけれ ばな らな いの は何

だ ろ うか。 天 父は私 に何 を望 んで お られる

の だ ろうか。 私 にと って最 も価 値 あ るこ と

は 何 だろ うか。」優 先順 位 を定 め た生活 をす

る こ とは，と て も大切 な こ とです。「現世 は，

人間 が神 に逢 う 用意 を しな くて はな らぬ 時

期 で あ る。…・・

・後 か ら夜 の よ うな 暗や みの生 涯 がや

って きて そこへ 入った ら何 の働 き もで きる

はず が ない。」(ア ・ルマ34：32-33)時 間は

どん どん な くな って い き ます。

聖 人の道/1982年II月 号
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今 日 と い う 日

この20年 の 間 に声 を大 に して 叫ば れ てき

た 中の ひ とつ に， 天 然資 源 を大切 に利用 し

よう という こ とが あ ります。 な すべ き様 々

な事 柄 に優 先 順位 をつ け てい くな ら， その

大 きな利益 の ひ とつ と して， 時 間 とい う乏

しい原材料 を節約 して 用 いる こ とが で きる

よ うに なるで し ょう。 毎 日の 初 め に， その

日の 内 に果 た すべ き10の 事 柄 を書 き 出 して

表 に して お くのは 良 い方法 で す。 これ とあ

わせ て， 時間 を厳 守 し， 信 頼 され る 人間 に

なる べ く努 力 する な ら， 時 間 の 浪費 を少 な

く し， い らだ つ気持 ちをか な り解 消 でき る

よ うにな るで し ょう。

18年 前， 新任 の ステ ーキ 部長 と して初 め

て 総大 会 に出 席 した折， 私 は 時 間の厳 守 と

い う点に関 して価値 あ る教 訓 を得 まし た。

私 は様 々 な部 門に分 かれ て 教会 の 業務 を進

める組 織 をひ と通 り訪 問 して みた い と考 え

てい ま した。 当時， 教会 の 各部 門 は ソル ト

レー ク ・シテ ィー の各所 に広 く散 在 して い

ま した。 中で も一番 の願 い は， デ ビッ ド ・

O・ マ ッケ イ大 管長 に面 会 す るこ とで した。

予 言者 と5分 間面 会 で きるか 問 い合 わせ た

ところ， 午後1時 半 に待 っ てい る とい う返

事 を もらい ま した。 私 は この 素晴 ら しい特

権 に もう有頂 天で した。 その 日の午 前 中，

各部 門 を訪 問 して 回 りな が ら も， 私 の心 は

喜 び躍 って いま した。 そ して 時 間は どん ど

ん過 ぎて い きま した。

何 気な く時 計 に 目をや っ た私 はび っ く り

して しまい ま した。 時 計 の針 が約 束 の刻 限

ぎ りぎ りの とこ ろを指 して い た ので す。 教

会本部 ビル 目指 して ものす ごい勢 い で走 り

ま した。 着 い た時 には顔 は 真 っ赤 で 息 も絶

え絶 えで した。 「1分 遅 れ て い た ら， 大管

長 に会 う機 会 を逃 してい たか も知 れ ませ ん

よ」 と言わ れ た時 の私 の 気持 ち を考 えて み

て 下 さい。 幸 い その後 ， マ ッケ イ大管 長 に

会 うこ とはで きた もの の， この時 の 言葉 は

今 で も私 の耳 の奥 に残 っ て います。

私 は時 々，生 まれ故 郷 の イギ リス の ノッ

チ ンガム にあ った， あ る教 会 の時 計 を思 い

出 す こ とが あ ります。 そ の時 計 には太 い字

で 「今 こそ主 を求 め る時」 とい う勧 告 が書

か れて い ま した。 子 供 た ちは この 時計 を見

な が ら， 針 がベ ッ ドに入 る時 間を 絶対 に指

さ な いよ うに と願 い ま した。 若 者 たち は楽

し く過 ご そう と外 に行 き なが ら， つ まらな

い 時 を過 ご して しま うこ とが よ くあ りま し

た。 それ で も彼 らには， 時 計の 針 の ことで

くよ くよ と考 える よ うな と ころは あ りませ

ん で した。 彼 らの将 来 に はあ り余 る時 間が

あ ったか らです。 少 な く と も彼 らはそ う考

え てい ま した。 人生 の 夕暮 れ， 老 いの 頃を

迎 えた 人は， 果 た さな い まま にな って いる

事 柄 を なすべ き 時は ま だあ る と望 み をか け

て います。 実 際， 救 い主 の再 臨 の時 は近 づ

いて お り， 私 た ちは皆 ， この 世 のた そが れ

時 にいる ので す。

まさ しく，今 日とい う 日は， 残 され た 人

生 の 第1日 で す。 しか し， も し最 後の 日だ

と した らど うで し ょうか， 皆 さん は何 を し

ますか。

「日の 照 る間 に働 け

今 日の義務 を よく果 たせ … …

今 日 今 日つ とめ よ

今 日あ るのみ 明 日は無 し」

(讃美 歌43番)
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ほん

さんのところヘミルクを2本 とどけ
い い え

に行きました。すると,そ の家のお
うた こえ き

ばさんがわたしの歌う声を聞いて,
なに うた

こうたずねま した。｢何 を歌っている

の。｣
ひかり

わたしはこたえました。｢光となる
うた

ようにって,歌 っているんだよ。｣
なに ロ

｢そ れは何rP｣

きようかい うた
｢教 会の歌なの

。｣
きようかい

｢ど この教会?｣

まつ じつせい と きょうかい
｢末 日聖 徒イエス･キ リス ト教会

さ。｣
き な まえ

｢へ え ,あ んまり聞かない名前ね。
な まえ

ほかにも名前があるんじゃないの。｣
きようかい

｢う ん
。モルモン教会。｣
きようかい

｢その教会のこと
,お ばさんにも

おし

教えて くれない。｣

き しゃ しゅうかん

記者:そ れから2週 間ほどして,そ
か ぞ く きょう

のおばさんの家族は,モ ルモン教
かい

会につどいはじめたそうです。ア
ちようろう

ブレア長老にとって,こ れがはじ
でんどう

めての伝道のけいけんでした。

わたしのかいしゅうについては,
はは

田にかんしゃしなければなりません。
まつ じつせい と せんきょうし

末日聖徒の宣教師たちは,わ たした
か ぞ く よ

ぢ家族に読むようにといって,モ ル
なん

モンけいと,何 さつかのパンフレッ

40

はは て

トを田に手わたしていったのです。
はは

わた しは,よ く田･といっ しょにモル
よ せ んきょうし

モンけいを読みました。宣教師たち

は,わ たしたちがわからないところ

を,た くさんせつめいしてくれまし
はは

た。わたしは,田 といっしょにモル
よ だい

モンけいを読むのが大すきで した。
はは きょうかい

田は教会でとてもかっぱっで,こ れ
ね ん しょとうきょうか い おし

までもう25年 も初等協会で教えてい
あに いま

ます。兄もとてもかっぱつで,今 は

ブエノスアイレスでかんとくをして

います。

き しゃ ちょうろう

記者:長 老がよくおぼえていらっし
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くれました。ぜんぶすりつぶすには,
じ かん

4,5時 間かかるので す。わ た しは,
い

こくもつをきかいに入れはじめまし
なに

た。何もかもうまくいきました。と

ころが,と つぜんきかいがはねあが

ってしまったのです。そのようなと
ぷ ぶん

きは,き かいのある部分をはず して,
いち

もう一どしめなおせばよいわけです。
ぶ ぷん

わたしは,き かいのその部分をはず

したのですが,し めなおすことがで

きませんで した。こんなことでは,
とう

お父さんをがっかりさせてしまうと
お も

思って,わ たしはなきだ しました。
とき きょうかいいん

その時,わ たしは教会員になって
はん とし しょとうきょうかい

半年くらいでしたが,ふ と初等協会
おも だ

のレッスンのことを思い出して,シ

クシクなきながら,ひ ざまずきまし
とき いの

た。その時のお祈 りを,ま だおぼえ
とうさま

ています。｢お父様,た すけてくださ
な

い。 イエス･キ リス トのみ名 によ っ

て,ア ー メン。｣そ して,わ た しはき
あ る いち

かいのほうへ歩いていき,も う一ど

やってみました。すると,き かいは

うごきはじめたのです。
つぎ かい

その次のあかし会で,わ たしはは
ひ とまえ

じめて人前であかしをしました。わ
いの

たしはお祈りしたときにおこったこ
はな

とを,と ってもかんたんに話 して,
かみ さま

せきにつきました。わたしは,神 様

42

い の

がお祈りをきいてくださって,そ れ
し

にこたえてくださることを知ってい

ます。
きょうかいいん

わたしは,教 会員になってから,

アルゼンチンでいろいろなことがお
み し ぶちよう

こるのを見てきました。支部長をし
きょうかいどう

ていたとき,さ いしょの教会堂がた
きようかいどう

ち ました。教会堂がたつ と,ヒ ュー･
ビ　 ふくかんちょう

B･ブ ラウン副管長がけんどうしま
いま

した。今で は,ア ルゼ ンチンには25
ぶ まんにん かいいん

のステーキ部があり,8万 人の会員
かみさま

がいます。神様がアルゼンチンと,
みなみ くに ぐに

そのほかすべての南アメリカの国々
ふ くいん

に福音がつたわるようにされたので
でん どう ぶ ちよう

す。わたしが伝道部長をしていた3
ねん でんどう ぶ ない まん せん

年のあいだに,伝 道部内で1万2干
にん

人のかいしゅうしゃがありました。
しん

そしてまもなく,ア ルゼンチンに神
でん

殿がたちます。みんな,と てもかん

しゃしています。ほんとうにゆめの

ようです。
み らい み らい せんき ょう し

未来のしどうしゃ,未 来の宣教師
きょうかい こ ども すこ はなし

である教会の子供たちに,少 しお話
おも いま

したいと思います。今は,ど うぞた
み

のしくすごしてください。でも,未
らい

来のためのじゅんびもわすれないで

ください。みなさんはひとりのこら
てん とう

ず,天 のお父さまのたいせつなむす

ご,む すめなのです。
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ねん がつ にち

99年3月28日,ハ ロル ド･ビ

18一.脹 藩 はアイ彌

クリプトンの躯さな篇場で生まれま
だいかんちよう

した。リー大管長は17さ いのときに
がっこう せ んせ い

学校の先生になり,18さ いのときに

ぶさな小箪覆の膿 になりました。
だいがく

それからユタ大学をそつぎょうし,
しゅう ぐん しょう

ユク州ソルトレーク郡のふたつの小
がっこう こうちょう

学校の校長として,は たらきました。
だいかんちょう ぺんきょう

リー大管長が勉強ずきになったの
かあ ほん よ

は,お 田さんが本を読むようにすす
だいかんちよう

めてくれたためでした。リー大管長
かた

はこう語っています。

｢わた しが生まれてはじめてもっ
ほん たい め

た本は,ず いぶん大へんな目にあっ
て い むら

て,手 に入れたものなのですよ。村

のクリスマスパーティーのときのこ

とでした。クリスマスツリーについ
ひ

ていたろうそくの火がサンタクロー

スのふくに,も えうつったのです。サ
だ

ンタク[]一 スはへやからとび出して

いってしまい,パ ーティーはあっと

いうまに,お しまいになってしまい

ました。

わたしは,プ レゼントをもらえな

かったので,か なしいきもちになり
い え

ながら,か たをおとして家にかえり
っぎ ひ なか

ました。でも次の日,や けあとの中
はんぶん

から,半 分もえてしまってはいまし
な まえ か ほん で

たが,わ たしの名前を書いた本が出

てきたのです。
ほん しようねん

その本は,あ る少年がよくはたら
しょうじき じんせ い

き,正 直であったために人生におい
ものがたり

てせいこうしていくという物語でし

た。
な に

わたしにとっては何かでせいこう
ひ とび と ものがたり でん き

した人々の物語や伝記はおもしろく,
そうぞうりよく

わたしの想像力をかきたててくれま

した。それに,い なかのきまりきっ
か っ き おとこ

だせいかつを活気づけ,ふ つうの男

の子ならだれでももつようなぼうけ
き も

んにあこがれる気持ちをまんぞくさ

44
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た魚たちと,カ リフォルニア
わんさん

湾産のイソギンチャクが,い っしょ

にうまく,く らしていけるで しよう

か。わたしは,さっきとったばかりの
うご

アンビブリオン･ビ シンクタスが動

み かんが

きまわるのを見ながら,考 えました。

アンビブリオン･ビ シンクタスは,
いち じ かん い

1時 間ほどポリぶくろに入れておい
すい

たのですが,水 そうにはなしてやっ
ねったいぎょてん てんいん

たのです。熱帯魚店の店員は,だ い

じょうぶですよといったのですが,
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つもりなのでしょうか。

アンビブリオン･ビ シンクタスは
さいしよ ひいち にち じゅう

最初の臼一日中,あ まりイソギンチ
ちか

ヤクに近づきませんでした。しかし,
め

ふつか目のことです。アンピプリオ
すい なか

ン･ビ シンクタスは水そうの中ほど
じ

にいるイソギンチャクのそばに,自
ぷん つ く

分のすまいを作っていたのです。そ

してまもなく,あ のおどけものは,
あら じ ぶん

新たに自分のものにしたイソギンチ
しょくわん

ヤクの触腕のあいだを,い きいきと

うごきまわっていました。

このアンビブリオン･ビ シンクタ
みっせつ かん けい

スとイソギンチャクの密接な関係は,
きょうせい かんさつ ひ とび と なんねん

共生を観察する人々にとって,何 年
うんそう

かのあいだ論争のまととなってきま

した。アンピプリオン･ビ シンクク
しょくわん

スは,イ ソギンチャクの触腕により

そって,て きからまもってもらって
けんきゅうしゃ かんが

いるのだと,研 究者たちは考えてい

ました。しかしそうだとすれば,イ

ソギンチャクはこのおどけものから
なに

何をもらっているのでしよう。
とき

いろいろな時に,こ のおどけもの
しょくもつ

はイソギンチャクに食物をあたえた
さかな

り,ほ かの魚をおびきよせてきて,

し ほう

イソギンチヤクの刺胞(ど くのある
しょくわん

触腕)に つかまえさせたりするので
かんが

はないかという考えもありました。

しかし,こ のおどけものはイソギン
おお しょくもつ

チャクのところへ大きな食物のかた

まりをはこんではくるのですが,そ
た

れを食べさせはしないのです。それ
しょくもつ

どころか,イ ソギンチャクが食物を
はや き

つかむが早いかそれをこまかく切り
じ ぶん た

さいて,自 分で食べてしまうのです。
けっきょく なに

結局,イ ソギンチャクには何ものこ

りません。
かんが ただ

どの考えが正しいのでしょうか。
じ ぶん

わたしたちは自分でた しかめること

にしました。そして,と うとうたし

かめたのです。
しょくもつ

まず,て きとうな食物 をあたえる
ちか いけ

ことからはじめました。近くの池に
みず

いけば,ま 水にすむハヤがたくさん

とれました。わたしたちは,ハ ヤを
すい い

3び き水そうに入れました。すると
さかな

すぐに魚たちがおひるごはんにと,
みず

ハヤをひきちぎりはじめたので,水
とき

がはげしくなみうちました。その時

です。どこからともなく,あ のシマ
あ ら

もようのおどけものが,す がたを現わ
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可ll匿1,岡■開騨11111鼻05■11,■Ill艮,咀llll,●1巳ll,口闘loll,岡IlI馳`llll,嘩1■lll脚囑11開幽咀開Il,電1■■■,■Oll薗,■IlI帥

日本の伝道史の中において,こ れまで幾

人かの日本人伝道部長が召されてきまし

たが,先 頃任を終えて帰還された4人 の

元伝道部長の証をここに掲載します。

.■llll脚63111●■■艮ll幽咀1111,嘲lo醐o■II巳1,隔1■18騨刈1臨1,時1■111,闘ll■1脚■llll,■■1圏1脚｢Illl,■●1匪脆,昭lll,曝lll■1陰

こけ しと伝道
一｢神 の資質｣を 彫 リ出す宣教師一

町田ステーキ部町田

第2ワ ード部,前 仙

台伝道部伝道部長

坂井 圭

国
道 部 に入 っ て数 カ月 た ち,宣 教 師 た

ちの顔 と名前 が よ うや く一致 して思

い浮か ぶ よう にな った 頃,私 は｢一 体何 を

しに,こ の 東北 へ来 た のだ ろ う｣と 考 え る

こ とが たび たび あ りました。｢伝 道 し に来 た

のは確 か だけれ ど,も し主 が この地 にお い

で にな った ら,果 た して何 とお っし ゃる だ

ろ うか｣と 自問 す る 日が続 き ま したが,あ

る時,モ ルモ ン経 の次 の聖 句が 強 く心 に浮
めん どり ひな

かん できました。｢雌 鳥 が その雛 を翼 の下 に
いくたび

集 む る ごと くに,わ れ は この後 幾 度 にて も
なんじ

汝 らを集 めん。｣(皿 ニ ー フ ァイ10:6)

主 が この地へ お いで に なったら,｢雌 鳥 が

その雛 を翼 の下 に集め る よ うに… …｣と お

っ しゃ るので はな いだ ろ うか と感 じる よう

になったのです 。雌 鳥 が雛 を集 めるよう に伝

道 しよ うと考 えて いた 時,ふ と,以 前｢家

庭 の タベ｣で 見 たイ ラ ス トを思 い出 し ま し

た。 それ は まさ しく先 の聖 句 を その ま ま描

50

○ 。集翁養蓬蔀i長1諺韮套饗終i蓑雍

い た も の で した 。

3つ の 部 分 が あ る こ .

と に 気 付 き ま し た 。

そ れ は,

1.親 鳥 が い る こ と,

2.ひ な 鳥 が い る こ

と,

3.巣 が あ る こ と,

これ をな が めて い る内 に,

物灘.
'』 塑

で した。そこで私 は3つ の 目標 をたてました。

1.東 北 地 方 で,親 鳥 として教 会 員 を守護

して育 てて 下さる羊 飼を捜 し,育 てよう。

2,

3,

宣教 師 に な った り,神 殿結婚 を され る

若 い 人た ちを捜 し,未 来 を造 る ひ な鳥

を育 て よ う。

皆 さ ん が 礼 拝 し,学 び 安 ら ぎ を 得 ら

れ る集 会場 とい う巣 を提供 しよ う。

宣 教 師は ま ず親 鳥 とな られる｢お 父 さ ん｣

を捜 す ため,一 軒一 軒 尋ね 歩 き ま した。 し

か し社 会経験 豊 か で,す で に 自分 の 人生観

を築 い てお られ る 方 々 を導 くこ とは,人 間
ト

業 では で き ませ ん で した。｢伝 道部 長,ど う

した ら良 いの です か｣と たび た び尋 ね られ

ました が,私 に もわか りませ ん で した。

｢や は り無理 なの か,お 父さ んた ち の改

宗 は｣と 思 い悩 ん で い た時,こ.け し作 りを

実 演 して い る ところ に 出会 い ま した。 こけ

し職 人 は,20セ ンチ メー トル位 の原 木 を機

械 で削 り,見 る間 に こ け しの形 を作 りま し

た。 それか ら筆 を と り,鮮 やか な手 つ きで

模 様,頭,顔 を書 き込 んで い き,美 しい こ

け しが 出来 上 が るの で す。 また加 工 前 の原

木 と,形 は で きて いて もま だの っぺ らぼ う

の こけ し と,筆 が入 り立 派 に仕上 が った こ

け しを見比 べ なが ら,私 は ひ とつの 木 を見

事 に変 えて いっ た こけ し職 人の腕 に感動 し

ま した。 木 で さ え もこん な に価 値 が 変わ っ
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團 載､難 一聾 醤5彰

の夜,家 を追 い 出され,扉 に鍵 をか け られ

ました。 で も彼女 は く じけ ませ んで した。

耐 え難 い苦 しみ を乗 り越 え て,今 はそ の御

主 人 と共 に,教 会 に集.って い ます。｢お よ そ

わが懲 しめ を耐 え忍 ばず して,わ れ を拒む

者 は聖 くせ らるるを得 ず｣(教 義 と聖約101:

5)聖 めを受 け るた め には,ど う して も主

の懲 らしめ の門戸 を くぐ らなけ れ ばな らな

い よう です。

教会 員 となっ たば か りの 頃,私 は｢す べ

て重荷 を負 うて苦 労 してい る者 は,わ た し

の も とに きなさ い。 あ なた が た を休 ませ て

あ げ よう… …。 わ た しの くび きは 負 いや す

く,わ た しの荷 は軽 い か らであ る。｣(マ タ

イ11:28-30)と い う聖 句 を読 み,淡 い平

安 を覚 えた こ とが あ ります。 別 に深 い悩 み

や重荷 を抱 えて い たわ けで は あ りませ ん で

したが,こ の聖 句 を心 の よ りど ころの ひ と

つ に しよ う としま した。 しか し,.い ざ ク リ

スチ ャ ンと して の生 活 の 中 に入 って み る と,

決 して その聖 句 の よ うに は感 じ られ ませ ん

で した。 くび きは 負い難 く,荷 も決 して軽

くはあ りません で した。 自分 には 荷が 勝 ち

過 ぎ る と思 われ る教 会 の召 し,家 族 や会社

の中で の有 形無 形 の圧 迫,当 時 の私 に はそ

れ らの 内 に秘 め られて い た主 のみ こ こ ろが

理 解で き ません で した。 しか し,今 に して

思 え ば,そ れ らは すべ て聖 めの ため の懲 ら

しめだ っ たので す。 で は,主 は何 の た めに

私 た ちを懲 らしめ,聖 め られ る ので しょう

か。 これ を理解 す る には,主 の み ここ ろの

深 さ を永遠 の観 点 か ら考 え る必要 が あ る と

思 い ます。

あ る宣教 師 の話 です が,彼 の先 祖 は百数

十 年前 にイエ ス･キ リス トの教 えを求 めて,

イギ リスか らア メ リカ に渡 りま した。 そ し
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て,そ の ひ とりの母 親 か ら出 た子孫 が今 で

は3千 人以上 とな り,親 族 の集 い も普 通 の

建 物 で は狭過 ぎて,公 園 を借 りて 開 いて い

る とい う こ とで す。 ひ とりの母 親 の信 仰 に

よ って,そ の家 系 か ら何 百 人 もの 宣教 師 が

輩 出 し,何 十万 とい う人 々 に主 の福 音 が伝

え られ て きま した。 私 は その宣 教 師 の偉大
かんなん

な先祖 を思 い描 きま した。 銀難 を忍 び,主

の懲 ら しめ に耐 えた ひ と りの女 性 が い たか

らこそ,悔 い改 め と罪 の赦 しを教 え る子孫

が世 に出て き たの です。

ひ と組 の夫妻 に4人 の子 供 が生 まれ,そ

の子 供 た ちが ま た,そ れ ぞれ4人 ず つ子供

を もうけ てい く と します。 ある計 算 に よる

と,こ の よ うに して子 孫 が増 え てい く と,

125年 後 には5,460人,150年 後 に は2万 人以

上 に なる そ うで す。 もしひ と組 の夫婦 が福

音 に帰依 し,子 孫 が代 々 これ を受 け継 いで

いく な ら,た とえ中 に道 を踏 み過 る 人が い

た として も,こ のよ う に無数 の 人々 が主 の

忠 実 な息子,娘 とな っ てい くの です。 そ し

て私 たち には,罪 の 汚れ に染 まら.ない何 千,

何 万 とい う子孫 の父 と な り,母 とな る貴 い

機 会が 与 え られ てい ま す。 逆 に言 う と,何

千,何 万 とい う子 孫 が主 の忠 実 な子 供 と な

るか ど うか は,実 に私 たち一 人一 人の信 仰

生 活 にか か って いる の です。

次 の世 で,自 分 の数 千,数 万,い や数 十

万 の子 孫 がか わ るが わ るや ってきて,｢父 よ,

あな たの貫 いた信 仰 は私 の心 に植 え付 け ら

れ て育 ちま した。 見 て下 さ い。私 の 子供 た

ちは今,堅 固な家 庭 を作 って いま す。 あ な

たの教 えは,私 を主 の み も とに導 いて下 さ

いま した。 主 の懲 ら しめを耐 え忍ん で下 さ

った あ なた に感 謝 しま す｣と い う言葉 を聞

か さ れ た時 の喜 び を考 えて みて 下 さい。 こ
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って真 に明 らか にす る｣具 体 的 な証 明 なの

で す。

さ らに,も うひ とつ の気 がつ いた点 が あ

ります。 それ は,バ プ テ スマ を受 け る以前,

す なわ ち求 道者 の 頃か らこの よ うな生 活 の

変化 を 目指 す な ら,改 宗 へ の過 程 もよ り円

滑 な もの にな る とい う点 です。 これ らの こ

とを考 え た時,｢私 た ちは福 音 の真 理 を 人々

に宣べ 伝 えて,人 々が 悔 い改 めて 『生 活 を

変 え る』ようになるまで,最 善 を尽 く して働

かな けれ ばな ら ない｣と い うキ ンボ ー ル大

管 長 の言葉 が,改 め て心 に強 く迫 って くる

の を感 じま した。

この生活 を変 えて い く過 程 は,求 道者 が

バプ テ スマ を受 ける まで,さ らには,バ プ

テ スマ を受 けた 人が真 の改宗 をす る まで人

生の あ らゆ る段 階 にお いて求 め られ る重 要

な もので す。

私 た ちは｢チ ャレ ンジ｣と 称 す る安 価 な

パ ンフ レ ッ トを,当 時地 域代 表役 員 で あ っ

た菊 地長 老 の許 可 を頂 いて 印刷 レ,悔 い改.

めの レッス ンプ ラ ンの補助 教 材 として使 用

す る こと に しま した。 この パ ンフ レッ トは,

実生 活 の中 で福 音 を どの よう に応用 して い

った らよい かを考 えさせ るた めの もの で,

結果 的 には,求 道者 ば か りで な く,教 え る

宣教 師,さ らには ジ ョイ ン トす る会 員 た ち

までが 自分 の生 活 を変 え始 め る よう にな り

ました。

日本 人 は理 論 に弱 い人が 多い よう です。

レ ッスンプ ラ ンで素 晴 ら しい福 音 の原 則 を

教 え られて も,実 際 の生活 面 で それが どの

よう に関連 し位 置づ け られ る のか は っき り

わ か らな い うち に｢は い,は い｣と 答 え て

しま う人が た くさ んお ります。 私 た ちは理

論 や原 則 だけで は な く,実 際 に それ を どう
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応 用 して い くのか も教 えた り,チ ャ レン ジ

す る必要 が ある と思 い ます。

福 音 の持 つ行 動 的か つ実 践 的 な面 が具体

的 な形 とな って表 われ る時,こ の教会 は,

都 会 と いわず,田 舎 と いわ ず,あ らゆ る場

にお いて,高 く評価 され,宣 教 師 もう むこ

とな く伝 道 の業 を続 けて い く こ とが で きる

ので は ない で しょうか。(おか も と･リ よ う

1942年 生 まれ,東 京東 ステ ーキ部 高 等評議

員)

備えと決断
一一流の宣教師となるために一

茅 横浜ステーキ部横浜

中央支部,前 名古屋

伝道部伝道部長

相 良 健一

囮
は今,.3年 の伝 道生 活 を終 え,自 分

が味 わ った大 きな喜 び を ひ と りで も

多くの若 入に知 って欲 しい と念 じて いま す。

私 が この よ うな こと を言 う まで もな く,伝

道 に出 た い という熱 い思 い を胸 に秘 めて い

る 人は数 多 くい る と思 い ます。 しか し,出

た い と思 いなが ら も,事 が 思 う よう に運 ば

ず,悩 んで い る人 も随分 多 いの では ない で

し ょうか。

何 事 に お いて もそ うで すが,準 備 をせ ず

に成 功 を勝 ち 得 る こ とは で き ませ ん。 ド伝

道｣す なわ ち,神 の道 を伝 える とい う この

貴 い仕事 であれ ばな おさ ら のこ とで す。 あ

る 日突 然｢伝 道 に出 たい｣と 切 り出 して,
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神殿宣教師として奉仕して
一生涯忘れられない日々一

元神殿宣教師

仙台ステーキ部仙台第1ワ ード部

塩 隆義

たち夫婦が神殿宣教師として働いた

私､年 間の生活は泄 の嶺いを離れ,

信仰 の深 い兄弟姉 妹 に囲 まれて,何 の憂 い

もな くひ たす ら神様 にお仕 えす る こ との で

きた,ま さに生 涯最 良 の 日々 で した。聖 な

る神 殿 で の喜 び と祝 福 に満 ち た働 きは,終
さわ ほほ え

生 爽 やか な思 い出 と して,心 に徴笑 み と潤

い とを もた らして くれ る に違 い あ りませ ん。

様 々な思 い 出の 中か ら,と りわ け私 の心

に深 く残 って いる こ とを書 い てみ た い と思

い ます。

そ のひ とつ は,大 管長 会 事務 局 か ら私 と
あて

妻宛 に送 られ て きた召 しの手紙 を手 に した

時の こ とです。｢あ な たは この度,聖 なる儀

56

ふさ わ

式 を行 なう ため,主 に奉 仕 す るに相 応 し い

ひ と りと して推薦 され ま した。 それ ゆえ に,

あ なた は戒 め を守 り,そ の行 動 に も外 見 に

おい て も最 高 の標 準 を維 持 す る よう期待 さ

れて い ます｣と い う文 面 を 目に し,｢む べ な
み

るか な｣と 痛 く感動 致 しま した。神 様 の御
そば

側 近 く仕 える者 として,霊 的 に極 めて 高 く

なけ れ ばな ら ない のは 当然 の こ とと考 え た

か らで あ ります。 と同時 に 自分 自身 を省 み

る と,と て も勤 ま りそう もな い と恐 れ も抱

き ま した。 しか しその 反面,な か なか得 難.

い機 会 です の で,何 とか して神 殿 で奉仕 し

た い とめ気持 ち もあ ったの です 。

い ろい ろ思案 して いる 内に,ふ とイザ ヤ

書 の 中の ひ とつ の聖 句 が心 に浮か び ま した。

それ は55章 の 中の｢わ が思 い は,あ なた が

た の思 い とは異 な って い る｣と いう聖 句 で

した。 この聖 句 は私 を非常 に力づ け,励 ま
あん ど

し,そ して安 堵 を与 えて くれ ま した。｢そ う
しよせん

だ,自 分 は 幾 ら背伸 び してみ て も,所 詮,

一介 の チ ッボ ケ な人間 に しか過 ぎな いの だ
。

神 な らぬ身 で とて もこの様 な高 い標準 を保

て るは ずが な い｣と 思 い ます と非常 に気 が

楽 に なっ てき て,こ の上 は思 い を正 し,行

ない を慎 み,身 な りを整 えて,で き る だけ

み こ ころに添 える よ う努 め れば い いの で は

な いか と考 え,意 を決 して,至 らぬ者 で は

あ りますが,喜 ん で召 しに応 え たい 旨の返

書 を送 りました 。

しか しなが ら愚 か な身 の悲 しさ,い ざ召

しに あずか ります と,初 心 を忘 れ て,愚 か

しい行 な.いを し た こと もあ りま した。 今 さ

らなが らに恥 ずか しく,申 し訳 な く思 って

お ります。
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驚

｢汝らわが言うどころを

行わ ば…｣

塗装業

町田ステーキ部

町田第/ワ ード部

加 藤 喜 司

囮
婚 した当 時,私 は,4,5人 の グ ルー

プを組 ん で,ビ ルの塗装 の仕 事 を し

てい ました。

あ る時,リ ー ダー の 人が私 に こう言 い ま

した。｢毎 週 日曜 日に教 会 を休 むの は困 る。

仕事 をと るか,教 会 を とる か よ く考 え て返

事 をするよう に。｣私 は そう言 わ れた瞬 間 に

心 の 中で主 の道 を選 ん でい ま した。 これか

らの 自分 の仕 事 の こ とや,家 族 の こ とを考

える と本当 に大 変 なこ とで した が,私 は戒

めを守 る こ とに決心 しま した。

それ以 後私 は

独 立 し,ペ ンキ

屋 と して スタ ー

トし ました。 宣

教師 と同 じよ う

に戸 別訪 問 を始

め ま した。 一軒

一軒 戸 を たた き,

自己紹介 を して

仕 事 を求 めま し

た。 しか し,世

の 中は そ う甘 く

58

職i業圏 言i仰灘1麹箪薮⑧

はあ りませ ん。 思 うよ う に仕 事 が あ りませ

んで したが,初 めて仕 事 をや らせ て いた だ

いた 時 の喜 びは,今 もよ く覚 えて い ます。

その様 な状 態 にあ った 時 も,家 内 と私 は,

きち ん と生 活 して い くこ とがで きま した。

長女 のお産 が近 づ い た頃 は経 済的 に一番

苦 しい状 態 で した。 そん な時 に,土 曜,日

曜 日な らで き る とい う工 場 の塗装 の仕事 が
のど

き ま した。 咽 か ら手 が 出 るほ ど仕事 が欲 し

い時 で した。 しか し私 は,安 息 日を守 る こ

とが で きな い とい う理 由で そ の仕事 を断 わ

りま した。 入院 費用 は 父親 か らの借 金 で し

たが,長 女 は無事 に生 まれ ました。 経 済 的

に は貧 しく とも,私 た ち の家族 には平安 が

あ り ました。

まだ町 田ワ ー ド部 が 古 い建 物 を借 りて集

会 して い る時 に,入 口に小 さな看板 を立 て

る こ とにな り,私 が その責 任 を受 け ま した。

板 を看 板 屋 さん に運 び,文 字 を書 い て も ら

う こ とにな り,私 は仕 事 を休 んで持 って行

き ま した。 打 ち合 わせ を して い や と,隣 の

作業 所 の方 が来 られ て,｢あ なたはペ ンキ 屋

さん で すか｣.と 聞か れ ま し た。 なぜ な ら,

私 はペ ンキだ らけ の仕事 着 を着 てい たか ら

です 。彼は｢今 す ぐ仕 事 をしてくれ るペ ンキ

屋 さ.んを探 してい ます｣と 言 っ て,あ る会

社 を紹 介 して くれ ま した。 その会 社 が,現

在 まで 続け て仕 事 を 出 して下 さ る建 設会社

で し た。 それか らは次 々 に仕事 が 出 され て

途切 れ た こ とが あ りませ ん。 そ の会杜 の責.

任者 の 方 は,お 酒 もタバ.コも飲 まな い,と

て も謙遜 な方 です。

この 会社 の仕 事 を始 め てか ら8年 が過 ぎ

ま した。 今 は,自 分 の家 を持 つ こ とがで き,

什分 の一 を納 め,.税 金 を払 い,平 和 に生 活

で き るこ と を本 当に感 謝 してい ます。 私 は
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翁国･一調 匿懲 一 §藝

読者の

AIRM,41L

ロサンゼルス伝道部に

召されたEヨ本人宣教師

からのお便り

力の泉

｢;卿 口 徒 の道｣は 私 に と って とて も大切三主三

な心 の友 であ り慰 め で あ り喜 び で

す。 実 は何 カ 月間 か｢聖 徒 の道｣を 読 む機

会 が なか った ので す が,神 戸伝 道 部長 夫 人

ポー ター姉 妹 の計 ら いで 久 し振 りに｢聖 徒

の道｣を 手 に す るこ とが でき ま した。 読 ん

でい く うち に指 導 者 の証 を通 して真理 を知

る喜 びが胸 に広 が ってい くの を覚 え ま した。

また,同 じ証 を持 ち世 界 の各 地 で主 に仕 え

てい る兄弟 姉妹 たち との 絆 を感 じて,と て

も励 まさ れ ま した。 また特 に,日 本 の地 で

多 くの兄弟 姉妹 たち が素 晴 ら しい証 を持 っ

て忠実 に主 の み業 に励 まれて い.る様 子 を知

って,日 本 人 の聖徒 の素 晴 ら しさ を改め て

感 じま した。

私 は今 日本 を離 れ,ア メ リカ の地 で伝 道

して い ますが,こ こで も心 の謙遜 な,ま た

主 に従順 な人 々が神 の王 国に次 々 と迎 え 入

れ られ て い ます。 こ の尊 き主 のみ 業 はす べ

て の 人々 に及 び,悔 い改 めを望 むな ら誰 で

もこの 羊 の群 れ に加 わる こ とが許 さ れて い

るの です。 世 に悪 が はび こ り,.人 々 の心 は

主 の教 え か ら遠 く離れ て いる 中 にあ って, .

神様 か ら与 え られ た正 直 な心 を保 ち,真 理

を求 めて い る入 々 に出会 う時,私 は この.み

業 の価値 を改 めて知 りま す。先 日あ る黒 人

の青 年 に レッス ンを し ま した が,彼 は｢こ

の よ うな素 晴 らしい メ ッセー ジを聞 か され

るの は初 めて で す｣と 感 激 を もって 回復 さ

れ た福 音 の メ ッセー ジを受 け 入 れ ま した。

私 たち が生 活 の基 と して いる この福 音 は

イエ ス･キ リス トの福 音 であ り,私 達 を救

い に導 く真 の福 音 で あ る こと を心 よ り証 し

ます。 また,｢聖 徒 の道｣は この福 音 を実 践

し,神 を知 る人々の貴重 な体 験 や証 が 記 され

てお り,私 たち が霊 的 な糧 を得,励 まし を

得 る こ との で きる力 の泉 で す。 ひ と りで も

多 くの人 々が これ を読 み,福 音 に生 きる喜

びを共 にす る ことが で きます よう に と願 っ

てい ます。(ロ サ ンゼル ス伝 道 部 専 任 宣 教

師･中 出敦 子･35歳･ホ ー ム ワー ド部 は神

戸 ステ ーキ部 神 戸 ワー ド部)
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一
ご ち そう

い､うピー チ を御 馳 走 にな った り した こと も.

あ ります。 皆 とて も 日本 で は想像 で き な い

ような,ス ペ ー ス を持 って い ます。

ア リゾナ州 フ ェニ ック スに移 って か らは,

種 類 を増 や し ま した が,こ こで は暑 さ との

戦 いです。(4月 頃 か ら暑 く な り始 め平均

26.6℃,7･8月 は44℃,涼 し くな るの は10
と じよう

月末)土 地 の狭 さ と粘 土 質 の土壊 のた め,

十分 に根 が 張 らず,何 度 も失敗 を重 ね まし

た。 胡 瓜,メ ロ ンは う ま くい き ませ ん で し

た。 それ で も ズキニ,ス クワ ッ シュ,オ ク

ラ は素晴 らしい 生長 ぶ りを 見せ て くれ ます 。

ふだ ん草,.ト マ トも飽 きることな く食べ 続 け

て います。 まだ保 存 の段 階 まで には いき ま

せん が,土 が与 えて くれ る豊か な実 りに感

謝 の気持 ち を新 た に してい ま す。 こ の経験

を生 か し,日 本 に帰 ってか ら もぜ ひ畑作 り

をした い と燃 えて い ます。(アリゾナ州 フ ェ

ニ ックス･ウ エ ス トステ ーキ部 第37ワ ー ド

部･高 井 三千 子･33歳)

ベルサイユワード部で

会ったデイマール兄弟

の改宗から

りの中で宣教師の聖書を引き裂いた

怒 求 道 者。 何 と激 しい人 で し ょうか。

｢聖 徒 の道｣9月 号 『予 期 せ ぬ収穫 』 の デ

イマ ール家 の改 宗談 を ぐい ぐい と引 き込 ま

れ る よう に しなが ら読 み ま した。 入 が福音

を受 け入れ る まで の間 に は,時 に驚 く よう

な ドラマが あ ります。 しか し,本 当 に驚 い

たの は,記 事 を一通 り読 み 終 えてか ら,何

気 な くタ イ トルペ ー ジの写 真 を見 直 した時

の こ とです。 よ く見 ると,2年 前 ヨ ーロ ッ

パ各 地 を旅 した時 に,フ ラ ンスで会 った こ

との あ る家 族 なの です。

初 め てベ ル サ イユ ワー ド部 を訪 れ た 日,

最 初 にお会 い した のが デ イマ ール兄 弟 で し

た。 彼 は フラ ン ス語 の わか らぬ 私 に笑顔 で

終始 親切 に して下 さ いま した。 ベ ル サイ ユ

郊 外ヘ ピクニ ックに行 っ た時,元 気 にサ ッ

カ ー に興 じて いた デ イマ ール兄 弟 と息子 さ

ん た ち.。今 は懐 しい想 い 出で す。 フ ラ ンス

は カ トリ ック の根 強 い地 です が,彼 の改宗

にこ の よ うな い きさつ が あろ う とは思 い も

しませ ん で した。宣 教 師 たち は どれ程 忍 ん
よ

だ ことでしょうか。｢… … 汝 らは われ に由 り

てか れ ら に模 範 をあ らわす よ う忍耐 強 く勘
かんなん た

忍 を し,ま た銀 難 に堪 え よ。 さ らば われ は
なんじ

汝 ら をわが 手 に使 い 多くの人 を救 わ ん｣(ア

ル マ17:11)と いう主 の み言葉 を思 い出 し

ます。

.ベ ルサ イユ ワ ー ド部 は,宮 殿 か らさほ ど

遠 くない,し っとりとした美 しい住 宅街 にあ

ります。 アメ リカ人家族 もお り,集 会 は2

力国語 で す。 パ リ滞在 中,私 は この ワー ド

部 の 多 くの方 々 のお世 話 にな りま した。 彼

らを想 い 出す度 に,国 の違 い を越 え た神聖

な絆 を感 じる の は,こ の 美 しい福 音 の力 ゆ

えです。

この 記事 を読 み,人 の霊 に しみ込 む｢み

たま｣の 驚 くべ き力,伝 道 の 大切 さ,宣 教
い けい

師 へ の感謝,そ して主 の み業 に畏 敬 の念 を

抱 かず に はおれ ません で した。(東 京西 ス テ

ーキ部 立 川支部･西 原雄 二･33歳)
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